
第２章 地域共生社会の実現に資する研修プログラムを都道府県で開催する人材の育成

３ 研修教材等

（１）講師養成研修を踏まえた見直し

講師養成研修の後に実施をした講師及びスタッフの振り返りにて、全国展開をした際、講義と演習の

つなぎが難しいと思われるため、講師用資料等があるとよいとの意見が出された。

また、アンケート調査における、日本社会福祉士会への要望として、全国において研修を実施する際に、

講師が使用する資料の提供希望に関する自由記述が複数確認された。そこで、全国展開をするための

講義要綱及び研修で使用する資料の提供を行うこととした。

講師が使用するための講義要綱を、昨年度作成した講義要綱を基本に「集合研修（対面）の場合の留

意点」「ライブ研修（オンライン）の場合の留意点」を追加、研修において伝えるべき事項等の修正を行っ

た。

（ ）研修資料について

上記の講義要綱と共に、講師が使用するためのパワーポイントを整備した（１２８ページ～１５６ページ参

照）。パワーポイントについては、本会が作成したものを使用することとするが、演習で取り扱う事例につ

いては、各地域での事例を使用することを認めることとした。
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地域共生社会の実現に向けたソーシャルワーク実践力養成研修 演習プログラム 講義要綱

 
科目 当研修の全体像とこれから求められる社会福祉士像 

 
 
本本科科目目のの目目標標

・研修の開発経緯と全体像を理解する。 
・日本社会福祉士会が考える「これから求められる社会福祉士像」と「研修の全体像」との関連を理

解する。 

事事前前課課題題

・講義「当研修の全体像とこれから求められる社会福祉士像」の事前視聴 

演演習習のの進進めめ方方とと留留意意点点（計 分）

テーマ 項目 演習のやり方 留意点
目安時

間

・本科目の目
標確認

・本科目の目標 ・目標を確認する。 分

・事前視聴の
講義動画の

要点

・研修の開発経緯 
・研修の全体像

・研修の開発経緯と全体像
に関する要点を説明す
る。

分

・「ソーシャルワーク
専門職のグローバ
ル定義」 

・本会が考える「求め
られる社会福祉士
像とは」

・「新たに求められる
社会福祉士の役割」
と「研修科目」との
関係

・「ソーシャルワーク専門職
のグローバル定義」を確
認し、本来求められる社
会福祉士像を確認する。

・「新たに求められる社会福
祉士の役割」と「研修科
目」との関係を示す図を
示して確認する。

分

・まとめ ・研修の つの目標と
全体構成

・研修の つの目標につい
て確認し、研修受講後の
流れも含めた全体像を示
してまとめとする。

分

備備考考

・ここでは参加者に研修の開発経緯と全体像について丁寧に伝え、この後に続くそれぞれのプログラム

との関係について説明すること。

・ソーシャルワーク専門職のグローバル定義や地域共生社会の実現おいて新たに求められる社会福祉士

の役割について伝え、今後のソーシャルワークがミクロのみならず、ミクロ・メゾ・マクロの連続性

の中で展開していくということをご説明すること。

集集合合研研修修（（対対面面））のの場場合合のの留留意意点点

・特になし

ラライイブブ研研修修（（オオンンラライインン））のの場場合合のの留留意意点点

・名前の前の受講者番号の記載について、研修開始前に確認し徹底しておく。
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地域共生社会の実現に向けたソーシャルワーク実践力養成研修 演習プログラム 講義要綱

 
科目 地域共生社会の意義・地域共生社会の実現において求められる機能

地域共生社会の実現に向けたソーシャルワーク  
 
 
本本科科目目のの目目標標

・地域共生社会の意義およびその実現において社会福祉士に求められる機能と、その機能を果たすソ

ーシャルワークの全体像を理解する。 
・受講者が主体的に演習に参加し、それぞれの科目の目標を達成するのに必要なグループメンバー同

士の関係を構築する。 

事事前前課課題題

・講義「地域共生社会の意義・地域共生社会の実現において求められる機能」の事前視聴

・講義「地域共生社会の実現に向けたソーシャルワーク」の事前視聴

演演習習のの進進めめ方方とと留留意意点点（計 分）

テーマ 項目 演習のやり方 留意点
目安時

間

・本科目の目
標確認

・本科目の目標 ・目標を確認する。 分

・事前視聴の
講義動画の
要点

・地域共生社会の意
義およびその実現に
おいて社会福祉士に
求められる機能 
・地域共生社会の実
現に向けたソーシャ
ルワーク 

・地域共生社会の意義
およびその実現にお
いて社会福祉士に求
められる機能と、そ
の機能を果たすソー
シャルワークに関す
る要点を説明する。

・ 資料をもとに、
事前に視聴している講
義の要点のみを簡潔に
押さえる。

分

・アイスブレ
イクの説明

・アイスブレイクの
やり方の説明

・アイスブレイク（ヒー
ローインタビュー）の
やり方を説明する。 

①氏名 
②勤務地の県名 
③勤務先 
④日頃の実践の概要と

果たしている役割（「研

修の全体像」で使用した

社会福祉士の役割をも

とに） 

・ 資料をもとに、受
講者全員が理解できる
ように、説明する。
・時間管理を徹底する
ように伝える。
・受講者番号が最も早
い人から、すぐにイン
タビューを開始するよ
う伝える。

分

・アイスブレ
イクの実施

・アイスブレイクの
実施

・演習を行うグループご
とに分かれ、アイスブ
レイクを行ってもら
う。

・グループの様子を見
ながら、必要に応じて
アイスブレイクを促
す。
・グループの人数に応
じて時間を調整する。

分

・まとめ ・目標の理解の確認 ・本科目の目標を理解で
きたかどうかを確認
する。

分
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地域共生社会の実現に向けたソーシャルワーク実践力養成研修 演習プログラム 講義要綱

 
科目 地域共生社会の意義・地域共生社会の実現において求められる機能

地域共生社会の実現に向けたソーシャルワーク  
 
 
本本科科目目のの目目標標

・地域共生社会の意義およびその実現において社会福祉士に求められる機能と、その機能を果たすソ

ーシャルワークの全体像を理解する。 
・受講者が主体的に演習に参加し、それぞれの科目の目標を達成するのに必要なグループメンバー同

士の関係を構築する。 

事事前前課課題題

・講義「地域共生社会の意義・地域共生社会の実現において求められる機能」の事前視聴

・講義「地域共生社会の実現に向けたソーシャルワーク」の事前視聴

演演習習のの進進めめ方方とと留留意意点点（計 分）

テーマ 項目 演習のやり方 留意点
目安時

間

・本科目の目
標確認

・本科目の目標 ・目標を確認する。 分

・事前視聴の
講義動画の
要点

・地域共生社会の意
義およびその実現に
おいて社会福祉士に
求められる機能 
・地域共生社会の実
現に向けたソーシャ
ルワーク 

・地域共生社会の意義
およびその実現にお
いて社会福祉士に求
められる機能と、そ
の機能を果たすソー
シャルワークに関す
る要点を説明する。

・ 資料をもとに、
事前に視聴している講
義の要点のみを簡潔に
押さえる。

分

・アイスブレ
イクの説明

・アイスブレイクの
やり方の説明

・アイスブレイク（ヒー
ローインタビュー）の
やり方を説明する。 

①氏名 
②勤務地の県名 
③勤務先 
④日頃の実践の概要と

果たしている役割（「研

修の全体像」で使用した

社会福祉士の役割をも

とに） 

・ 資料をもとに、受
講者全員が理解できる
ように、説明する。
・時間管理を徹底する
ように伝える。
・受講者番号が最も早
い人から、すぐにイン
タビューを開始するよ
う伝える。

分

・アイスブレ
イクの実施

・アイスブレイクの
実施

・演習を行うグループご
とに分かれ、アイスブ
レイクを行ってもら
う。

・グループの様子を見
ながら、必要に応じて
アイスブレイクを促
す。
・グループの人数に応
じて時間を調整する。

分

・まとめ ・目標の理解の確認 ・本科目の目標を理解で
きたかどうかを確認
する。

分

 

備備考考

・ここではヒーローインタビューを行うようにしているが、同じ項目の自己紹介など、緊張をときほぐ

し、コミュニケーションをとりやすい雰囲気を作り、集まった目的を達成すべく主体的に参加できるよ

うにできるのであれば、他の方法で行ってもよい。

・アイスブレイクの方法を決める際には、以下を留意すること。

−参加者間のコミュニケーションを生じさせること

−相互理解を得られること

−楽しいこと

−アイスブレイクのやり方が簡単であること

−５分〜１ 分ぐらいの短時間で終了すること

集集合合研研修修（（対対面面））のの場場合合のの留留意意点点

・研修開始前に名刺交換等を行っている場合もあるため、ここで示した項目の自己紹介を行ってもよい。

ラライイブブ研研修修（（オオンンラライインン））のの場場合合のの留留意意点点

・それぞれのグループの様子が一度には確認できないので、できれば講師と他の主催者でグループを少

しずつ巡回し、必要に応じてアイスブレイクを促す。

・名前の前の受講者番号の記載について、研修開始前に確認し徹底しておく。
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地域共生社会の実現に向けたソーシャルワーク実践力養成研修 講義要綱

 
科目 排除をつくらない相談支援体制の構築 

 
 
講講義義ののねねららいい

・ 排除をつくらない相談支援およびその体制とはどのようなものなのかを理解する。 
・ 「断らない相談支援」に必要な機能を理解する。 
・ 排除をつくらない相談支援を実践するためには、どのような役割を、どのような方法で行えばよ

いのかついて検討する。 
 
事事前前課課題題

・ 講義「排除をつくらない相談支援体制の構築」の事前視聴 
 
講講義義内内容容とと講講義義ののポポイインントト（計 分）

テーマ 項目 講義のポイント 留意点
目安時

間

・ 本科目の目
標確認

・本科目の目標 ・目標を確認する。 ５分

・ 講義動画の
要点

・ 新カリキュラムに
おける新しいアプ
ローチ（ナラティ
ヴ・アプローチ，解
決志向アプローチ）

・ 排除をつくらない
相談支援とは（分野
横断的な支援体制，
「断らない相談支
援」に必要な機能），
及びその体制の構
築

・ ソーシャルワーク
における の活
用（緩やかな繋が
り，孤立防止，連携，
コロナ禍対応）

・複雑化，多様化する現代社
会において求められるソ
ーシャルワークの新しい
アプローチについて理解
する。

・ 制度の狭間や世帯の課題
等の複合的かつ分野横断
的な課題も含めて包括的
に相談を受け止め、適切
な関係機関につなげる等
を行うことのできる相談
支援およびその体制につ
いて説明する。

・ （情報通信技術）とソ
ーシャルワーク業務の親
和性を理解する。 の可
能性と限界をそれぞれ理
解する。

１５分

・排除をつくら
ない相談支援
の実践

・社会福祉士の役割

・ソーシャルワーク

の新しいアプロー

チ

・アウトリーチ

・リファー（繋ぐ）

・チームアプローチ

（多職種連携）

・スーパービジョン

・伴走型支援

・ （情報通信技術）

・講義内容と実践をふまえ

たグループディスカッシ

ョンを行う。

・排除をつくらない相談支

援を実践するために、社

会福祉士が果たさなけれ

ばならない 役割および

の方法をグループで検討

する。その後、全体共有し

ながら、役割や方法につ

いて確認する。

１５分
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テーマ 項目 講義のポイント 留意点
目安時

間

・全体での共有 ・ いくつかのグルー
プの意見を全体で
共有

・各グループででた意見を
リーダーが集約し全体に
報告．2～3 グループ

５分

・まとめ ・ 目標の理解の確認 ・本テーマの目標を理解で
きたかどうかを確認す
る。

５分

備備考考

・・ （情報通信技術）の活用については、その可能性を否定的ではなく、肯定的に伝える。

集集合合研研修修（（対対面面））のの場場合合のの留留意意点点

・ 講師は、グループを巡回しながら質問を受け付ける（全体の場では質問が出にくいこともある）。

また、開始直後は、課題や進め方について各グループの認識が誤っていないか確認する。

ラライイブブ研研修修（（オオンンラライインン））のの場場合合のの留留意意点点

・ 演習の際、講師はそれぞれのブレイクアウトセッションを巡回し、上記と同様の確認作業を行う、

また演習に入る前に、講師が巡回する旨を参加者全員に伝える。

 

地域共生社会の実現に向けたソーシャルワーク実践力養成研修 講義要綱

 
科目 排除をつくらない相談支援体制の構築 

 
 
講講義義ののねねららいい

・ 排除をつくらない相談支援およびその体制とはどのようなものなのかを理解する。 
・ 「断らない相談支援」に必要な機能を理解する。 
・ 排除をつくらない相談支援を実践するためには、どのような役割を、どのような方法で行えばよ

いのかついて検討する。 
 
事事前前課課題題

・ 講義「排除をつくらない相談支援体制の構築」の事前視聴 
 
講講義義内内容容とと講講義義ののポポイインントト（計 分）

テーマ 項目 講義のポイント 留意点
目安時

間

・ 本科目の目
標確認

・本科目の目標 ・目標を確認する。 ５分

・ 講義動画の
要点

・ 新カリキュラムに
おける新しいアプ
ローチ（ナラティ
ヴ・アプローチ，解
決志向アプローチ）

・ 排除をつくらない
相談支援とは（分野
横断的な支援体制，
「断らない相談支
援」に必要な機能），
及びその体制の構
築

・ ソーシャルワーク
における の活
用（緩やかな繋が
り，孤立防止，連携，
コロナ禍対応）

・複雑化，多様化する現代社
会において求められるソ
ーシャルワークの新しい
アプローチについて理解
する。

・ 制度の狭間や世帯の課題
等の複合的かつ分野横断
的な課題も含めて包括的
に相談を受け止め、適切
な関係機関につなげる等
を行うことのできる相談
支援およびその体制につ
いて説明する。

・ （情報通信技術）とソ
ーシャルワーク業務の親
和性を理解する。 の可
能性と限界をそれぞれ理
解する。

１５分

・排除をつくら
ない相談支援
の実践

・社会福祉士の役割

・ソーシャルワーク

の新しいアプロー

チ

・アウトリーチ

・リファー（繋ぐ）

・チームアプローチ

（多職種連携）

・スーパービジョン

・伴走型支援

・ （情報通信技術）

・講義内容と実践をふまえ

たグループディスカッシ

ョンを行う。

・排除をつくらない相談支

援を実践するために、社

会福祉士が果たさなけれ

ばならない 役割および

の方法をグループで検討

する。その後、全体共有し

ながら、役割や方法につ

いて確認する。

１５分
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地域共生社会の実現に向けたソーシャルワーク実践力養成研修 演習プログラム 講義要綱

 
科目 アドボカシーと意思決定支援 

 
 
本本科科目目のの目目標標

・講師として以下の「アドボカシーと意思決定支援」のねらいを理解し、テーマについての講義と演

習を展開する 
○地域社会の実現に向けて、

・ソーシャルワーク実践の根幹であるアドボカシーの意味をあらためて理解する。

・本人の意思を尊重する支援のあり方について、参加支援と本人を取り巻く環境を視野に入れた権利

擁護の視点から理解する。

事事前前課課題題

・講義「アドボカシーと意思決定支援」の事前視聴 

演演習習のの進進めめ方方とと留留意意点点（計 分）

テーマ 項目 演習のやり方 留意点
目安時

間

・本科目の目
標確認

・本科目の目標 ・目標を再確認する。 ・資料に基づき、
ラーニングの講

義の要点をおさえ
る。

５分

・事前視聴の
講義動画の要
点

・アドボカシーと意
思決定支援について
理解する

・ソーシャルワークにおけ
るアドボカシーを再確認
する。

・意思決定ガイドラインの
動向を再確認する。

・社会福祉士としての意思
決定支援の視点として、
実践例を提示する。

・資料に基づき、
ラーニングの講

義の要点をおさえ
る。

・実践例は科目の
目標に則り、別の
事例に差し替えて
もよい。

５分

・演習を実施
するための
ポイント

・実践の共有
・課題への取り組み
の共有

・グループに分かれて参加
者が実践内容と課題を共
有する。

・グループディスカッショ
ンのポイントと留意点を
確認する。

・全員が発言でき
ているか、グルー
プの様子を把握す
る。

２５分

・まとめ ・目標の理解の再確
認

・本テーマの目標を理解で
きたかどうかを確認する

・社会福祉士としてアドボ
カシー・意思決定支援を
とらえる視点を再確認す
る。

・ を活用したアドボカ
シーと意思決定支援の可
能性について触れる。

・数グループから
グループディスカ
ッションの概要の
紹介してもらうよ
う求める（グルー
プを指名してもよ
い）。

１０分
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地域共生社会の実現に向けたソーシャルワーク実践力養成研修 演習プログラム 講義要綱

 
科目 アドボカシーと意思決定支援 

 
 
本本科科目目のの目目標標

・講師として以下の「アドボカシーと意思決定支援」のねらいを理解し、テーマについての講義と演

習を展開する 
○地域社会の実現に向けて、

・ソーシャルワーク実践の根幹であるアドボカシーの意味をあらためて理解する。

・本人の意思を尊重する支援のあり方について、参加支援と本人を取り巻く環境を視野に入れた権利

擁護の視点から理解する。

事事前前課課題題

・講義「アドボカシーと意思決定支援」の事前視聴 

演演習習のの進進めめ方方とと留留意意点点（計 分）

テーマ 項目 演習のやり方 留意点
目安時

間

・本科目の目
標確認

・本科目の目標 ・目標を再確認する。 ・資料に基づき、
ラーニングの講

義の要点をおさえ
る。

５分

・事前視聴の
講義動画の要
点

・アドボカシーと意
思決定支援について
理解する

・ソーシャルワークにおけ
るアドボカシーを再確認
する。

・意思決定ガイドラインの
動向を再確認する。

・社会福祉士としての意思
決定支援の視点として、
実践例を提示する。

・資料に基づき、
ラーニングの講

義の要点をおさえ
る。

・実践例は科目の
目標に則り、別の
事例に差し替えて
もよい。

５分

・演習を実施
するための
ポイント

・実践の共有
・課題への取り組み
の共有

・グループに分かれて参加
者が実践内容と課題を共
有する。

・グループディスカッショ
ンのポイントと留意点を
確認する。

・全員が発言でき
ているか、グルー
プの様子を把握す
る。

２５分

・まとめ ・目標の理解の再確
認

・本テーマの目標を理解で
きたかどうかを確認する

・社会福祉士としてアドボ
カシー・意思決定支援を
とらえる視点を再確認す
る。

・ を活用したアドボカ
シーと意思決定支援の可
能性について触れる。

・数グループから
グループディスカ
ッションの概要の
紹介してもらうよ
う求める（グルー
プを指名してもよ
い）。

１０分

 

集集合合研研修修（（対対面面））のの場場合合のの留留意意点点

・グループを見てまわり、ディスカッションの様子を把握する。

ラライイブブ研研修修（（オオンンラライインン））のの場場合合のの留留意意点点

・ブレイクアウトルームをたずね、ディスカッションの様子を把握する。

＊いずれもグループディスカッションの内容を紹介してもらう際の参考とする。
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地域共生社会の実現に向けたソーシャルワーク実践力養成研修 演習プログラム 講義要綱

 
科目 地域で支える体制の構築

 
 
本本科科目目のの目目標標

〇新カリキュラムでの学びを自らの実践に活かすことができるよう、知識構築・力量形成を促す。

〇地域共生社会の実現に向けて、

・支える主体への理解ならびに地域住民が主体として重要であることへの理解を促す。

・地域で支える体制の構築に向けた社会福祉士の機能と役割についての理解を促す。

・地域住民が主体として役割を果たすためには福祉教育が重要であるため、それについて理解を促す。

・多機関、多職種、福祉以外の機関との協働についての理解を促す。

〇参加支援（社会とのつながりや参加の支援）ならびに「地域やコミュニティにおけるケア・支え合う

関係性の育成支援」に向けての力量を形成する。

事事前前課課題題

・講義「地域で支える体制の構築」の事前視聴 

演演習習のの進進めめ方方とと留留意意点点（計 分）

テーマ 項目 演習のやり方 留意点
目安時

間

・本科目の目標

の確認

・本科目の目標 ・目標を確認する。 ２分

・事前視聴の講

義動画の要点

・「３つの支援」に関

する理解

・講義の該当箇所を簡潔に説

明する。

・講義で学んだこ
とが演習課題につ
ながっていること
の理解を促す。

２分

・演習 「３つ

の支援」で支援

体制構築を考

えましょう

・講義における

「３つの支援」

を念頭に、地域

支援体制の実

際について考

える

・自らの担当地域

における「３つの

支援」

・説明

【演習課題】

・自らの担当地域を例とし

て、「相談支援」「参加支援」

「地域づくりに向けた支援」

に当てはめ、必要な支援を考

える

・講師による説明：演習の目

的と進め方について説明し、

質問があれば回答する

・地域福祉の業務
に就いていない方
がいる場合は、「３
つの支援」を幅広
くとらえてもら
い、少しでも関連
のある業務につい
て話してもらう。

６分

個人作業 ・ワークシートに、自分が実

施している、または知ってい

る事例についてまとめる

・対面であれば会

場を巡回する時に

受講者から質問等

があれば受ける。

受講者の実践領域

が幅広い場合は、

課題の柔軟な解釈

も可とする。 
 

５分
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地域共生社会の実現に向けたソーシャルワーク実践力養成研修 演習プログラム 講義要綱

 
科目 地域で支える体制の構築

 
 
本本科科目目のの目目標標

〇新カリキュラムでの学びを自らの実践に活かすことができるよう、知識構築・力量形成を促す。

〇地域共生社会の実現に向けて、

・支える主体への理解ならびに地域住民が主体として重要であることへの理解を促す。

・地域で支える体制の構築に向けた社会福祉士の機能と役割についての理解を促す。

・地域住民が主体として役割を果たすためには福祉教育が重要であるため、それについて理解を促す。

・多機関、多職種、福祉以外の機関との協働についての理解を促す。

〇参加支援（社会とのつながりや参加の支援）ならびに「地域やコミュニティにおけるケア・支え合う

関係性の育成支援」に向けての力量を形成する。

事事前前課課題題

・講義「地域で支える体制の構築」の事前視聴 

演演習習のの進進めめ方方とと留留意意点点（計 分）

テーマ 項目 演習のやり方 留意点
目安時

間

・本科目の目標

の確認

・本科目の目標 ・目標を確認する。 ２分

・事前視聴の講

義動画の要点

・「３つの支援」に関

する理解

・講義の該当箇所を簡潔に説

明する。

・講義で学んだこ
とが演習課題につ
ながっていること
の理解を促す。

２分

・演習 「３つ

の支援」で支援

体制構築を考

えましょう

・講義における

「３つの支援」

を念頭に、地域

支援体制の実

際について考

える

・自らの担当地域

における「３つの

支援」

・説明

【演習課題】

・自らの担当地域を例とし

て、「相談支援」「参加支援」

「地域づくりに向けた支援」

に当てはめ、必要な支援を考

える

・講師による説明：演習の目

的と進め方について説明し、

質問があれば回答する

・地域福祉の業務
に就いていない方
がいる場合は、「３
つの支援」を幅広
くとらえてもら
い、少しでも関連
のある業務につい
て話してもらう。

６分

個人作業 ・ワークシートに、自分が実

施している、または知ってい

る事例についてまとめる

・対面であれば会

場を巡回する時に

受講者から質問等

があれば受ける。

受講者の実践領域

が幅広い場合は、

課題の柔軟な解釈

も可とする。 
 

５分

 

テーマ 項目 演習のやり方 留意点
目安時

間

グループ作業 ・個人作業の内容をグループ

で共有し意見交換する

・発表準備

・実践内容が多岐

にわたることが考

えられるため、ま

とめ方については

時間内で出来る範

囲で行ってもら

う。 
 

２０分

発表・講評 ・発表と担当教員からの講評 ・いくつかのグル

ープを講師による

指名や立候補など

で選び発表しても

らう。 
 

１０分

集集合合研研修修（（対対面面））のの場場合合のの留留意意点点

・グループを巡回しながら質問を受け付ける（全体の場では遠慮して質問が出にくい時がある）。また

開始直後は課題や進め方について各グループの理解が間違っていないか確認する。

ラライイブブ研研修修（（オオンンラライインン））のの場場合合のの留留意意点点

・ブレイクアウトルームを巡回し、上記と同様の確認作業を行う。オンラインの場合は、グループ演習

前に講師が巡回することを伝えておく。
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地域共生社会の実現に向けたソーシャルワーク実践力養成研修 演習プログラム 講義要綱

 
科目 地域アセスメントとネットワーク構築 

 
 
本本科科目目のの目目標標

・講師として以下の「地域アセスメントとネットワーク構築」のねらいを理解し、テーマについての

講義と演習を展開する。 
○地域社会の実現に向けて、 

・個人の支援だけではなく、地域づくりに向けた支援を視野に入れ、地域住民や他の専門職と協働・

連携し、顕在化していない課題にアプローチすることの意義について理解する。 
・断らない相談支援という視点から、地域アセスメントとネットワーク構築について理解する。 

事事前前課課題題

・講義「地域アセスメントとネットワーク構築」の事前視聴 

演演習習のの進進めめ方方とと留留意意点点（計 分）

テーマ 項目 演習のやり方 留意点
目安時

間

・本科目の目
標確認

・本科目の目標 ・目標を再確認する。
・地域の課題にアプローチ
することの意義を再確認す
る。
・地域にネットワークを構
築することの意義を再確認
する。

・資料に基づき、
ラーニングの講

義の要点をおさえ
る。

５分

・事前視聴の
講義動画の要
点

・ネットワーク構築
について理解する

・地域アセスメントの視点
・ネットワーク構築はソー
シャルワーク実践である
こと、課題解決への取り
組みのスタートであるこ
とを再確認する。

・ネットワーク構築は環境
整備の一環であることを
再確認する。

・ネットワーク構築の視点
と方法として、実践例を
提示する。

・ネットワーク構築を進め
るための視点を再確認す
る。

・資料に基づき、

ラーニングの講

義の要点をおさえ

る。

・実践例は科目の
目標に則り、別の
事例に差し替えて
もよい。

５分

・演習を実施
するための
ポイント

・実践の共有
・課題への取り組み
の共有

・グループに分かれて参加
者が実践内容と課題を共
有する。

・グループディスカッショ
ンのポイントと留意点を
確認する。

・全員が発言でき
ているか、グルー
プの様子を把握す
る。

２５分

・まとめ ・目標の理解の再確
認

・本テーマの目標を理解で
きたかどうかを確認す
る。

・社会福祉士として地域を
とらえる視点を再確認す

・数グループから
グループディスカ
ッションの概要の
紹介してもらうよ
う求める（グルー

１０分

124



 

地域共生社会の実現に向けたソーシャルワーク実践力養成研修 演習プログラム 講義要綱

 
科目 地域アセスメントとネットワーク構築 

 
 
本本科科目目のの目目標標

・講師として以下の「地域アセスメントとネットワーク構築」のねらいを理解し、テーマについての

講義と演習を展開する。 
○地域社会の実現に向けて、 

・個人の支援だけではなく、地域づくりに向けた支援を視野に入れ、地域住民や他の専門職と協働・

連携し、顕在化していない課題にアプローチすることの意義について理解する。 
・断らない相談支援という視点から、地域アセスメントとネットワーク構築について理解する。 

事事前前課課題題

・講義「地域アセスメントとネットワーク構築」の事前視聴 

演演習習のの進進めめ方方とと留留意意点点（計 分）

テーマ 項目 演習のやり方 留意点
目安時

間

・本科目の目
標確認

・本科目の目標 ・目標を再確認する。
・地域の課題にアプローチ
することの意義を再確認す
る。
・地域にネットワークを構
築することの意義を再確認
する。

・資料に基づき、
ラーニングの講

義の要点をおさえ
る。

５分

・事前視聴の
講義動画の要
点

・ネットワーク構築
について理解する

・地域アセスメントの視点
・ネットワーク構築はソー
シャルワーク実践である
こと、課題解決への取り
組みのスタートであるこ
とを再確認する。

・ネットワーク構築は環境
整備の一環であることを
再確認する。

・ネットワーク構築の視点
と方法として、実践例を
提示する。

・ネットワーク構築を進め
るための視点を再確認す
る。

・資料に基づき、

ラーニングの講

義の要点をおさえ

る。

・実践例は科目の
目標に則り、別の
事例に差し替えて
もよい。

５分

・演習を実施
するための
ポイント

・実践の共有
・課題への取り組み
の共有

・グループに分かれて参加
者が実践内容と課題を共
有する。

・グループディスカッショ
ンのポイントと留意点を
確認する。

・全員が発言でき
ているか、グルー
プの様子を把握す
る。

２５分

・まとめ ・目標の理解の再確
認

・本テーマの目標を理解で
きたかどうかを確認す
る。

・社会福祉士として地域を
とらえる視点を再確認す

・数グループから
グループディスカ
ッションの概要の
紹介してもらうよ
う求める（グルー

１０分

 

テーマ 項目 演習のやり方 留意点
目安時

間

る。 プを指名してもよ
い）。

集集合合研研修修（（対対面面））のの場場合合のの留留意意点点

・グループを見てまわり、ディスカッションの様子を把握する。

ラライイブブ研研修修（（オオンンラライインン））のの場場合合のの留留意意点点

・ブレイクアウトルームをたずね、ディスカッションの様子を把握する。

＊いずれもグループディスカッションの内容を紹介してもらう際の参考とする。
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地域共生社会の実現に向けたソーシャルワーク実践力養成研修 演習プログラム 講義要綱

 
科目 社会資源の活用・開発

 
 
本本科科目目のの目目標標

〇新カリキュラムでの学びを自らの実践に活かすことができるよう、知識構築・力量形成を促す。

〇地域共生社会の実現に向けて、

・社会資源の概念についての正確な理解を促す。

・社会資源を活用・開発することの意義についての理解を促す。

・社会資源を活用・開発する方法についての理解を促す。

〇参加支援（社会とのつながりや参加の支援）ならびに「地域やコミュニティにおけるケア・支え合う

関係性の育成支援」に向けての力量を形成する。

事事前前課課題題

・講義「社会資源の活用・開発」の事前視聴 

演演習習のの進進めめ方方とと留留意意点点（計 分）

テーマ 項目 演習のやり方 留意点
目安時

間

・本科目の目標

確認

・本科目の目標 ・目標を確認する。 ２分

・事前視聴の講

義動画の要点

・事例から社会資源の

活用・開発を学ぶ意義

について

・講義内容の簡潔なまとめ

を行い、本テーマの目標を

理解できたかどうかを確認

する。

・講義で学んだこ
とが演習課題につ
ながっていること
の理解を促す。

３分

・演習・社会資

源活用・開発に

求められる視

点とスキル－

サロンの 事例

から－

・演習課題の説明

・ サロン（上述）の

立上げ支援の事例を

検討する

・事例におけるポイン

トを抽出する（個人）

・それを他者と共有

し、さまざまな視点や

アイディアを学び合

う

【演習課題】

・講義動画の最後に出てくる

事例のＣサロンはソーシャ

ルワーカーが商店街等関係

者と協議しながら立ち上げ

た拠点である。地域のニーズ

をアセスメントし、資源開発

していく視点や方法を、事例

のプロセスから学ぶ。

・演習の目的と進め方につい

て説明し、質問があれば回答

する。

・まとめ方の例示

があるとわかりや

すいが、あまり詳

細に示すと演習課

題の先取りとなっ

てしまうので注意

が必要。

５分

個人作業 ・事例における資源活用・開

発のポイントを抽出する（ダ

ウンロード版資料スライド

の①～③の項目を参照）。

・対面であれば会

場を巡回する時に

受講者から質問等

があれば受ける。 
 

５分

126



 

地域共生社会の実現に向けたソーシャルワーク実践力養成研修 演習プログラム 講義要綱

 
科目 社会資源の活用・開発

 
 
本本科科目目のの目目標標

〇新カリキュラムでの学びを自らの実践に活かすことができるよう、知識構築・力量形成を促す。

〇地域共生社会の実現に向けて、

・社会資源の概念についての正確な理解を促す。

・社会資源を活用・開発することの意義についての理解を促す。

・社会資源を活用・開発する方法についての理解を促す。

〇参加支援（社会とのつながりや参加の支援）ならびに「地域やコミュニティにおけるケア・支え合う

関係性の育成支援」に向けての力量を形成する。

事事前前課課題題

・講義「社会資源の活用・開発」の事前視聴 

演演習習のの進進めめ方方とと留留意意点点（計 分）

テーマ 項目 演習のやり方 留意点
目安時

間

・本科目の目標

確認

・本科目の目標 ・目標を確認する。 ２分

・事前視聴の講

義動画の要点

・事例から社会資源の

活用・開発を学ぶ意義

について

・講義内容の簡潔なまとめ

を行い、本テーマの目標を

理解できたかどうかを確認

する。

・講義で学んだこ
とが演習課題につ
ながっていること
の理解を促す。

３分

・演習・社会資

源活用・開発に

求められる視

点とスキル－

サロンの 事例

から－

・演習課題の説明

・ サロン（上述）の

立上げ支援の事例を

検討する

・事例におけるポイン

トを抽出する（個人）

・それを他者と共有

し、さまざまな視点や

アイディアを学び合

う

【演習課題】

・講義動画の最後に出てくる

事例のＣサロンはソーシャ

ルワーカーが商店街等関係

者と協議しながら立ち上げ

た拠点である。地域のニーズ

をアセスメントし、資源開発

していく視点や方法を、事例

のプロセスから学ぶ。

・演習の目的と進め方につい

て説明し、質問があれば回答

する。

・まとめ方の例示

があるとわかりや

すいが、あまり詳

細に示すと演習課

題の先取りとなっ

てしまうので注意

が必要。

５分

個人作業 ・事例における資源活用・開

発のポイントを抽出する（ダ

ウンロード版資料スライド

の①～③の項目を参照）。

・対面であれば会

場を巡回する時に

受講者から質問等

があれば受ける。 
 

５分

 

テーマ 項目 演習のやり方 留意点
目安時

間

グループ作業 ・個人作業の内容をグループ

で共有し意見交換する

・グループメンバーそれぞれ

の着眼点の違いから相互に

学ぶことを重視する

・発表準備

・グループを巡回

し、課題や進め方

について誤解等が

ないか、適宜確認

しておく。まとめ

方については時間

内で出来る範囲で

行ってもらう。 
 

２０分

まとめ ・発表と担当教員からの講評 ・いくつかのグル

ープを講師による

指名や立候補など

で選び発表しても

らう。 
 

１０分

集集合合研研修修（（対対面面））のの場場合合のの留留意意点点

・グループを巡回しながら質問を受け付ける（全体の場では遠慮して質問が出にくい時がある）。また

開始直後は課題や進め方について各グループの理解が間違っていないか確認する。

ラライイブブ研研修修（（オオンンラライインン））のの場場合合のの留留意意点点

・ブレイクアウトルームを巡回し、上記と同様の確認作業を行う。オンラインの場合は、グループ演習

前に講師が巡回することを伝えておく。
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地域共生社会の実現に向けたソーシャルワーク実践力養成研修 演習プログラム 講義要綱

 
本本科科目目のの目目標標

・e-ラーニング視聴や講義内容をふまえ、地域共生社会の実現に資するソーシャルワーク機能を発揮す

るために明日から何を取り組めば良いのかを明確にする。 
  
事事前前課課題題

・なし  
 
演演習習のの進進めめ方方とと留留意意点点（計 60 分）  

テーマ 項目 演習のやり方 留意点 目安時間 

研修の振り

返りと明日

からの実践

に向けて 

本科目の目的・演習 
手順についての説明 

講義資料を基に目的・手順

について説明する。  ５分 

「今回の研修を踏まえ

て、明日からの実践で何

ができるのか？」につい

てのディスカッション

「今回の研修を踏まえて、

明日からの実践で何ができ

るのか？」についてグルー

プ内で議論する。

 ３０分 

グループ発表＆まとめ 

グループごとに議論した内

容についてプレゼンテーシ

ョンを行い、講師がそれに

対してコメントする。発表

グループ数は、時間の範囲

内で講師が調整する。 

 ２５分 

備備考考

・グループ発表の時間に限りがあるため、発表グループ数を調整するなどして対応すること。

・グループ発表については、講師が最初からグループを指名することも可能であるが、指名する前に手

上げ式で発表したいグループを尋ねる方法もある。

集集合合研研修修（（対対面面））のの場場合合のの留留意意点点

・議論がなかなか進まないグループについては、適宜講師もしくはスタッフが介入し、ファシリテート

を行う。

ラライイブブ研研修修（（オオンンラライインン））のの場場合合のの留留意意点点

・それぞれのグループの様子が一度には確認できないので、できれば講師と他の主催者でグループを少

しずつ巡回することをお勧めする。

科目 研修の振り返りと明日からの実践に向けて
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地域共生社会の実現に向けたソーシャルワーク実践力養成研修 演習プログラム 講義要綱

 
本本科科目目のの目目標標

・e-ラーニング視聴や講義内容をふまえ、地域共生社会の実現に資するソーシャルワーク機能を発揮す

るために明日から何を取り組めば良いのかを明確にする。 
  
事事前前課課題題

・なし  
 
演演習習のの進進めめ方方とと留留意意点点（計 60 分）  

テーマ 項目 演習のやり方 留意点 目安時間 

研修の振り

返りと明日

からの実践

に向けて 

本科目の目的・演習 
手順についての説明 

講義資料を基に目的・手順

について説明する。  ５分 

「今回の研修を踏まえ

て、明日からの実践で何

ができるのか？」につい

てのディスカッション

「今回の研修を踏まえて、

明日からの実践で何ができ

るのか？」についてグルー

プ内で議論する。

 ３０分 

グループ発表＆まとめ 

グループごとに議論した内

容についてプレゼンテーシ

ョンを行い、講師がそれに

対してコメントする。発表

グループ数は、時間の範囲

内で講師が調整する。 

 ２５分 

備備考考

・グループ発表の時間に限りがあるため、発表グループ数を調整するなどして対応すること。

・グループ発表については、講師が最初からグループを指名することも可能であるが、指名する前に手

上げ式で発表したいグループを尋ねる方法もある。

集集合合研研修修（（対対面面））のの場場合合のの留留意意点点

・議論がなかなか進まないグループについては、適宜講師もしくはスタッフが介入し、ファシリテート

を行う。

ラライイブブ研研修修（（オオンンラライインン））のの場場合合のの留留意意点点

・それぞれのグループの様子が一度には確認できないので、できれば講師と他の主催者でグループを少

しずつ巡回することをお勧めする。

科目 研修の振り返りと明日からの実践に向けて
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ミミククロロ・・レレベベルル

（（個個人人、、家家族族））

メメゾゾ・・レレベベルル

（（ググルルーーププ、、地地域域住住民民、、身身近近なな組組織織））

ママククロロ・・レレベベルル

（（地地域域社社会会、、組組織織、、国国家家、、制制度度・・政政策策、、社社会会規規範範、、地地球球環環境境等等））

地域共生社会の実現に向けたソーシャルワーク実践力養成研修科目と社会福祉士の役割

アアウウトトリリーーチチ

アアセセススメメンントト

社社会会参参加加支支援援

連連絡絡調調整整

ソソーーシシャャルルアアククシショョンン

アアドドボボカカシシーー

地地域域住住民民のの
活活動動支支援援

社社会会資資源源のの開開発発

ネネッットトワワーーキキンンググ

伴伴走走型型支支援援

地地域域共共生生社社会会のの意意義義・・地地域域共共生生社社会会のの実実現現ににおおいいてて
求求めめらられれるる機機能能

地地域域共共生生社社会会のの実実現現にに向向けけたた
ソソーーシシャャルルワワーークク

排排除除ををつつくくららなないい相相談談支支援援体体制制のの
構構築築

アアドドボボカカシシーーとと
意意思思決決定定支支援援

地地域域でで支支ええるる体体制制のの構構築築

地地域域福福祉祉のの計計画画づづくくりり

地地域域アアセセススメメンントトとと
ネネッットトワワーークク構構築築

社社会会資資源源のの活活用用・・開開発発

ソソーーシシャャルルアアククシショョンンソソーーシシャャルル・・
ププラランンニニンンググ

価価値値基基盤盤

注注：：オオレレンンジジ色色でで示示ししたた「「アアセセススメメンントト」」とと「「連連絡絡調調整整」」ははすすべべててのの科科目目でで習習得得をを目目指指すす。。

ミクロ、メゾ、マクロレベルの説明は日本ソーシャルワーク教育学校連盟編集の社会福祉士養成テキストを参照©2022公益社団法人日本社会福祉士会 包括的な相談支援体制及び住民主体の地域課題解決体制を構築するための実践力を高める

スーパービジョンの活用・生涯研修に基づく継続研修の受講

地地域域共共生生社社会会のの実実現現にに向向けけたた社社会会福福祉祉士士のの役役割割をを理理解解しし、、自自分分のの実実践践ににつつななげげてて考考ええるるここととががででききるる

地地域域住住民民とと社社会会資資源源のの関関係係をを形形成成すするる際際のの課課題題とと、、社社会会福福祉祉士士ととししてて必必要要なな対対応応ににつついいてて理理解解ででききるる

生生活活問問題題をを抱抱ええてていいるる（（意意識識ししてていいなないい人人もも含含むむ））人人々々にに寄寄りり添添いい、、個個人人のの支支援援だだけけででははななくく、、地地域域ににもも視視
点点をを向向けけたた地地域域づづくくりりのの支支援援がが必必要要ででああるるここととをを理理解解ででききるる

利利用用者者かからら複複合合化化、、複複雑雑化化ししたた相相談談をを断断るるここととななくく、、適適切切にに対対応応すするるたためめにに、、必必要要にに応応じじてて他他機機関関とと連連携携
すするるここととをを理理解解すするるここととががででききるる

全全体体をを振振りり返返りり自自ららのの実実践践にに生生かかすすべべきき事事柄柄をを検検討討すするる

【【事事前前学学習習】】地地域域共共生生社社会会のの意意義義・・地地域域共共生生社社会会のの実実現現ににおおいいてて求求めめらられれるる機機能能・・地地域域共共生生社社会会のの実実現現
にに向向けけたたソソーーシシャャルルワワーークク

【【事事前前学学習習】】地地域域共共生生社社会会のの実実現現にに向向けけたたソソーーシシャャルルワワーークク・・地地域域福福祉祉計計画画・・【【講講義義・・演演習習】】地地域域アアセセススメメ
ンントトととネネッットトワワーークク構構築築・・排排除除ををつつくくららなないい相相談談支支援援体体制制のの構構築築・・社社会会資資源源のの活活用用・・開開発発

【【事事前前学学習習】】ソソーーシシャャルルアアククシショョンン・・【【講講義義・・演演習習】】地地域域アアセセススメメンントトととネネッットトワワーークク構構築築・・地地域域でで支支ええるる体体制制のの
構構築築

【【演演習習】】研研修修のの振振りり返返りり及及びび明明日日へへのの実実践践にに向向けけてて

【【事事前前学学習習】】アアドドボボカカシシーーとと意意思思決決定定支支援援・・・・地地域域福福祉祉計計画画・・【【講講義義・・演演習習】】排排除除ををつつくくららなないい相相談談支支援援体体制制
のの構構築築・・地地域域でで支支ええるる体体制制のの構構築築・・社社会会資資源源のの活活用用・・開開発発

©2022公益社団法人日本社会福祉士会
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ミミククロロ・・レレベベルル

（（個個人人、、家家族族））

メメゾゾ・・レレベベルル

（（ググルルーーププ、、地地域域住住民民、、身身近近なな組組織織））

ママククロロ・・レレベベルル

（（地地域域社社会会、、組組織織、、国国家家、、制制度度・・政政策策、、社社会会規規範範、、地地球球環環境境等等））

地域共生社会の実現に向けたソーシャルワーク実践力養成研修科目と社会福祉士の役割

アアウウトトリリーーチチ

アアセセススメメンントト

社社会会参参加加支支援援

連連絡絡調調整整

ソソーーシシャャルルアアククシショョンン

アアドドボボカカシシーー

地地域域住住民民のの
活活動動支支援援

社社会会資資源源のの開開発発

ネネッットトワワーーキキンンググ

伴伴走走型型支支援援

地地域域共共生生社社会会のの意意義義・・地地域域共共生生社社会会のの実実現現ににおおいいてて
求求めめらられれるる機機能能

地地域域共共生生社社会会のの実実現現にに向向けけたた
ソソーーシシャャルルワワーークク

排排除除ををつつくくららなないい相相談談支支援援体体制制のの
構構築築

アアドドボボカカシシーーとと
意意思思決決定定支支援援

地地域域でで支支ええるる体体制制のの構構築築

地地域域福福祉祉のの計計画画づづくくりり

地地域域アアセセススメメンントトとと
ネネッットトワワーークク構構築築

社社会会資資源源のの活活用用・・開開発発

ソソーーシシャャルルアアククシショョンンソソーーシシャャルル・・
ププラランンニニンンググ

価価値値基基盤盤

注注：：オオレレンンジジ色色でで示示ししたた「「アアセセススメメンントト」」とと「「連連絡絡調調整整」」ははすすべべててのの科科目目でで習習得得をを目目指指すす。。

ミクロ、メゾ、マクロレベルの説明は日本ソーシャルワーク教育学校連盟編集の社会福祉士養成テキストを参照©2022公益社団法人日本社会福祉士会 包括的な相談支援体制及び住民主体の地域課題解決体制を構築するための実践力を高める

スーパービジョンの活用・生涯研修に基づく継続研修の受講

地地域域共共生生社社会会のの実実現現にに向向けけたた社社会会福福祉祉士士のの役役割割をを理理解解しし、、自自分分のの実実践践ににつつななげげてて考考ええるるここととががででききるる

地地域域住住民民とと社社会会資資源源のの関関係係をを形形成成すするる際際のの課課題題とと、、社社会会福福祉祉士士ととししてて必必要要なな対対応応ににつついいてて理理解解ででききるる

生生活活問問題題をを抱抱ええてていいるる（（意意識識ししてていいなないい人人もも含含むむ））人人々々にに寄寄りり添添いい、、個個人人のの支支援援だだけけででははななくく、、地地域域ににもも視視
点点をを向向けけたた地地域域づづくくりりのの支支援援がが必必要要ででああるるここととをを理理解解ででききるる

利利用用者者かからら複複合合化化、、複複雑雑化化ししたた相相談談をを断断るるここととななくく、、適適切切にに対対応応すするるたためめにに、、必必要要にに応応じじてて他他機機関関とと連連携携
すするるここととをを理理解解すするるここととががででききるる

全全体体をを振振りり返返りり自自ららのの実実践践にに生生かかすすべべきき事事柄柄をを検検討討すするる

【【事事前前学学習習】】地地域域共共生生社社会会のの意意義義・・地地域域共共生生社社会会のの実実現現ににおおいいてて求求めめらられれるる機機能能・・地地域域共共生生社社会会のの実実現現
にに向向けけたたソソーーシシャャルルワワーークク

【【事事前前学学習習】】地地域域共共生生社社会会のの実実現現にに向向けけたたソソーーシシャャルルワワーークク・・地地域域福福祉祉計計画画・・【【講講義義・・演演習習】】地地域域アアセセススメメ
ンントトととネネッットトワワーークク構構築築・・排排除除ををつつくくららなないい相相談談支支援援体体制制のの構構築築・・社社会会資資源源のの活活用用・・開開発発

【【事事前前学学習習】】ソソーーシシャャルルアアククシショョンン・・【【講講義義・・演演習習】】地地域域アアセセススメメンントトととネネッットトワワーークク構構築築・・地地域域でで支支ええるる体体制制のの
構構築築

【【演演習習】】研研修修のの振振りり返返りり及及びび明明日日へへのの実実践践にに向向けけてて

【【事事前前学学習習】】アアドドボボカカシシーーとと意意思思決決定定支支援援・・・・地地域域福福祉祉計計画画・・【【講講義義・・演演習習】】排排除除ををつつくくららなないい相相談談支支援援体体制制
のの構構築築・・地地域域でで支支ええるる体体制制のの構構築築・・社社会会資資源源のの活活用用・・開開発発

©2022公益社団法人日本社会福祉士会

ごご清清聴聴あありりががととううごござざいいままししたた。。

©2022公益社団法人日本社会福祉士会
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公益社団法人 日本社会福祉士会

地域共生社会の実現に向けたソーシャルワーク実践力養成研修

地域共生社会の意義・

地域共生社会の実現において求められる機能

地域共生社会の実現に向けたソーシャルワーク

©2022公益社団法人日本社会福祉士会

本科目の目標

・地域共生社会の意義およびその実現において社会福祉士に
求められる機能と、その機能を果たすソーシャルワークに
関する要点を確認する。

・受講者が主体的に演習に参加し、それぞれの科目の目標を
達成するのに必要なグループメンバー同士の関係を構築す
るアイスブレイクの方法を理解する。

©2022公益社団法人日本社会福祉士会

©2022公益社団法人日本社会福祉士会※※厚厚生生労労働働省省提提供供資資料料 ©2022公益社団法人日本社会福祉士会※※厚厚生生労労働働省省提提供供資資料料

©2022公益社団法人日本社会福祉士会※※厚厚生生労労働働省省提提供供資資料料 ©2022公益社団法人日本社会福祉士会※※厚厚生生労労働働省省提提供供資資料料
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公益社団法人 日本社会福祉士会

地域共生社会の実現に向けたソーシャルワーク実践力養成研修

地域共生社会の意義・

地域共生社会の実現において求められる機能

地域共生社会の実現に向けたソーシャルワーク

©2022公益社団法人日本社会福祉士会

本科目の目標

・地域共生社会の意義およびその実現において社会福祉士に
求められる機能と、その機能を果たすソーシャルワークに
関する要点を確認する。

・受講者が主体的に演習に参加し、それぞれの科目の目標を
達成するのに必要なグループメンバー同士の関係を構築す
るアイスブレイクの方法を理解する。

©2022公益社団法人日本社会福祉士会

©2022公益社団法人日本社会福祉士会※※厚厚生生労労働働省省提提供供資資料料 ©2022公益社団法人日本社会福祉士会※※厚厚生生労労働働省省提提供供資資料料

©2022公益社団法人日本社会福祉士会※※厚厚生生労労働働省省提提供供資資料料 ©2022公益社団法人日本社会福祉士会※※厚厚生生労労働働省省提提供供資資料料

©2022公益社団法人日本社会福祉士会※※厚厚生生労労働働省省提提供供資資料料

ソーシャルワーク専門職のグローバル定義

ソーシャルワークは、社会変革と社会開発、社会的結束、および人々の

エンパワメントと解放を促進する、実践に基づいた専門職であり学問で

ある。

社会正義、人権、集団的責任、および多様性尊重の諸原理は、ソーシャ

ルワークの中核をなす。

ソーシャルワークの理論、社会科学、人文学、および地域・民族固有の

知を基盤として、ソーシャルワークは、生活課題に取り組みウェルビー

イングを高めるよう、人々やさまざまな構造に働きかける。

©2022公益社団法人日本社会福祉士会

３．行政責任の縮小

・ 「社会福祉を地域福祉に矮小化し,その責任の全てを地域住民に押しつける」（芝田2017:8）

・ 「社会保障の地域住民への代替的役割の転嫁」（藤井2018:48）

１．地域における排除構造の強化

・関わりたくても主体的活動を担うことができない人びとに「我慢を強いること」になる（河合2018）

・「実際の地域の状況は複雑であり、お互いの価値や権利が衝突し、差別や排除が起こるのも地

域である。」（「地域力強化検討会最終とりまとめ」）

２. サービス利用抑制
・総合相談窓口がゲートキーパーになることによって,自治体等のサービスへのつなぎを抑制する
こと（芝田2018）

地域共生社会の実現に向けて留意すべき主な点

河合克義(2018)「『我が事・丸ごと』地域共生社会とコミュニティ・ソーシャルワーク」『ソーシャルワーク研究』44(1),5-18.
藤井博志(2018)「地域共生社会を実現する社会福祉協議会の課題」『社会福祉研究』第132号,45-54.
芝田英昭(2017)「国民監視国家と親和性のある『地域共生社会』下の社会保障運動の展開」『社会保障』475,6-10.
芝田英昭(2018)「『地域共生社会』の批判的検討」『国民医療』338,2-9.

©2022公益社団法人日本社会福祉士会

ミクロ・レベル

（個人、家族）

メゾ・レベル

（グループ、地域住民、身近な組織）

マクロ・レベル

（地域社会、組織、国家、制度・政策、社会規範、地球環境等）

地域共生社会の実現に向けたソーシャルワーク実践力養成研修科目と社会福祉士の役割

アウトリーチ

アセスメント

社会参加支援

連絡調整

ソーシャルアクション

アドボカシー

地域住民の
活動支援

社会資源の開発

ネットワーキング

伴走型支援

地域共生社会の意義・地域共生社会の
実現において求められる機能

地域共生社会の実現に
向けたソーシャルワーク

排除をつくらない相談支援体制
の構築

アドボカシーと
意思決定支援

地域で支える体制の構築

地域福祉の計画づくり

地域アセスメントと
ネットワーク構築

社会資源の活用・開発

ソーシャルアクションソーシャル・
プランニング

価値基盤

注：オレンジ色で示した「アセスメント」と「連絡調整」はすべての科目で習得を目指す。

ミクロ、メゾ、マクロレベルの説明は日本ソーシャルワーク教育学校連盟編集の社会福祉士養成テキストを参照

©2022公益社団法人日本社会福祉士会

ソーシャルワークの統合化の過程

CW GW CO

コンビネーションアプローチ

CW GW CO

共通基盤

CW GW CO

共通基盤

SW

(共通基盤)

マルチメソッドアプローチ ジェネラリストアプローチ ジェネラリスト・ソーシャルワーク

岩間伸之「講座ジェネラリスト・ソーシャルワーク」『ソーシャルワーク研究』31(1),2005の図を一部変更

ジェネラリスト・ソーシャルワーク とは、「現代におけるソーシャルワークを構成する知識、技術、
価値を一体的、体系的に構造化し、現代社会の生活問題に対応することが可能な特質や新しい福祉
思想等の考え方を包含した体系」

山辺朗子（2014）「ジェネラリスト・ソーシャルワーク」日本社会福祉学会辞典編集委員会編『社会福祉学事典』丸善出版、226-7.

©2022公益社団法人日本社会福祉士会

ソーシャルワーカー
（価値基盤・知識・技術）

組織構造

ミクロ
システム

メゾシステム

マクロシステム

ターゲットシステム

原則・価値

エンパワメント

多様性

アドボカシー・社会正義

プロセス

ソーシャルワーカーの役割

批判的思考

研究結果の活用

計画的変革

Kirst-Ashman, K.K. & Hull, G.H.(2012)Understanding Generalist Practice (6th ed.)p8 

活用

ジェネラリスト・ソーシャルワーク実践

©2022公益社団法人日本社会福祉士会
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個人・家族の変化

ミクロシステム メゾシステム マクロシステム

グループ、地域住民、組織
の変化

地域社会、地方公共団体、国
家、制度・政策、社会規範等

の変化

個人・家族の地域生活課題の解決

個別課題解決に向けた実践

地域課題等の解決に向けた実践

組織・地域・社会の課題

個別課題の外在化・普遍化

地域生活課題
の予防

個別課題解決に向けた実践への循環

組織・地域・社会課題の解決

「個別課題解決に向けた実践」と「地域課題等の解決に向けた実践」の循環

メゾシステム

総
合
相
談

所
属
組
織
の
実
践
環
境
整
備
・
地
域
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
・
福
祉
教
育

共生文化の
醸成

交互関係の変化

マクロシステム

日本社会福祉士会編（2018）『地域共生社会に向けたソーシャルワーク〜
社会福祉士による実践事例から』中央法規p43を一部改変

ク
ラ
イ
エ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

アウトリーチ

アセスメント

社会参加支援

伴走型支援

連絡調整

ソーシャルアクション

アドボカシー

地域住民の活動支援

社会資源の開発

ネットワーキング

アドボカシー

ミクロシステム：個人、家族
メゾシステム：グループ、地域住民、身近な組織
マクロシステム：地域社会、地方公共団体、国家、制度・政策、社会規範、地球環境等

ソーシャル・プランニング

アセスメント 連絡調整

©2022公益社団法人日本社会福祉士会

地域共生社会の実現に向けたソーシャルワークの留意点

・すべての人びとの生活における様々なニーズが充足され、ウェルビーイングが実現

することを目指して活動すること。

・特に社会的に不利な立場におかれている人びとのアドボカシーを意識すること。

・「個別課題解決に向けた実践」と「地域課題等の解決に向けた実践」の循環を意識

して実践すること。

・日々の実践の中での地域等の課題に関する気づきを、多様な人びとで共有・検討す

る機会を確保し、ニーズにもとづき解決につなげること。

・交互作用を分析・予測して、クライエントがニーズを充足することができるよう、

システムの変化を起こすように介入すること。

・誰もがそれぞれのストレングスを活かして活動し、パワーを高めることができるよ

うエンパワメントすること。

・多様な人びとによる対話や活動を、価値や理念の共有のプロセスとすること。

・何のために行うのかを常に意識し、柔軟な発想を大切にすること。

・所属組織の機能を活用すること。

・社会福祉士も地域資源であると認識し、専門性を自覚してポジショニングすること。

©2022公益社団法人日本社会福祉士会

アイスブレイクとは

アイスブレイクとは

緊張をときほぐし、コミュニケーションをとりやすい雰囲気を作り、集まっ

た目的を達成すべく主体的に参加できるようにする手法。

留意点
・参加者間のコミュニケーションを生じさせること
・相互理解を得られること
・楽しいこと
・アイスブレイクのやり方が簡単であること
・５分〜１5分ぐらいの短時間で終了すること（会議や演習の場合）

アイスブレイクの例
・他己紹介
・ヒーローインタビュー
・「実は・・・です」自己紹介

©2022公益社団法人日本社会福祉士会

ヒーローインタビューの方法

ヒヒーーロローーイインンタタビビュューーののややりり方方

①グループみんなの受講者番号を確認する。

②受講者番号が一番早い人に、次の受講者番号の人がインタビューをする。

③インタビューをした人に、次の受講者番号の人がインタビューをする。

④1人のインタビュー時間は、２分以内（インタビュー者が時間管理）

⑤原則、全員顔出しで、ミュートを外す。

イインンタタビビュューーのの内内容容

①最初に、「今日は参加してくれてありがとうございます。」から始める。

②「お名前は」

③「勤務されている県と職場はどこですか」

④「日頃はどのような実践をされて、どのような役割を果たしていますか」

（アセスメント、連絡調整、アウトリーチ、伴走型支援、アドボカシー、社会参加支

援、ネットワーキング、地域住民の活動支援、ソーシャル・プランニング、社会資

源の開発、ソーシャルアクション）

⑤インタビュー者の感想

⑥みんなで拍手 ©2022公益社団法人日本社会福祉士会
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個人・家族の変化

ミクロシステム メゾシステム マクロシステム

グループ、地域住民、組織
の変化

地域社会、地方公共団体、国
家、制度・政策、社会規範等

の変化

個人・家族の地域生活課題の解決

個別課題解決に向けた実践

地域課題等の解決に向けた実践

組織・地域・社会の課題

個別課題の外在化・普遍化

地域生活課題
の予防

個別課題解決に向けた実践への循環

組織・地域・社会課題の解決

「個別課題解決に向けた実践」と「地域課題等の解決に向けた実践」の循環

メゾシステム

総
合
相
談

所
属
組
織
の
実
践
環
境
整
備
・
地
域
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
・
福
祉
教
育

共生文化の
醸成

交互関係の変化

マクロシステム

日本社会福祉士会編（2018）『地域共生社会に向けたソーシャルワーク〜
社会福祉士による実践事例から』中央法規p43を一部改変

ク
ラ
イ
エ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

アウトリーチ

アセスメント

社会参加支援

伴走型支援

連絡調整

ソーシャルアクション

アドボカシー

地域住民の活動支援

社会資源の開発

ネットワーキング

アドボカシー

ミクロシステム：個人、家族
メゾシステム：グループ、地域住民、身近な組織
マクロシステム：地域社会、地方公共団体、国家、制度・政策、社会規範、地球環境等

ソーシャル・プランニング

アセスメント 連絡調整
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地域共生社会の実現に向けたソーシャルワークの留意点

・すべての人びとの生活における様々なニーズが充足され、ウェルビーイングが実現

することを目指して活動すること。

・特に社会的に不利な立場におかれている人びとのアドボカシーを意識すること。

・「個別課題解決に向けた実践」と「地域課題等の解決に向けた実践」の循環を意識

して実践すること。

・日々の実践の中での地域等の課題に関する気づきを、多様な人びとで共有・検討す

る機会を確保し、ニーズにもとづき解決につなげること。

・交互作用を分析・予測して、クライエントがニーズを充足することができるよう、

システムの変化を起こすように介入すること。

・誰もがそれぞれのストレングスを活かして活動し、パワーを高めることができるよ

うエンパワメントすること。

・多様な人びとによる対話や活動を、価値や理念の共有のプロセスとすること。

・何のために行うのかを常に意識し、柔軟な発想を大切にすること。

・所属組織の機能を活用すること。

・社会福祉士も地域資源であると認識し、専門性を自覚してポジショニングすること。
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アイスブレイクとは

アイスブレイクとは

緊張をときほぐし、コミュニケーションをとりやすい雰囲気を作り、集まっ

た目的を達成すべく主体的に参加できるようにする手法。

留意点
・参加者間のコミュニケーションを生じさせること
・相互理解を得られること
・楽しいこと
・アイスブレイクのやり方が簡単であること
・５分〜１5分ぐらいの短時間で終了すること（会議や演習の場合）

アイスブレイクの例
・他己紹介
・ヒーローインタビュー
・「実は・・・です」自己紹介
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ヒーローインタビューの方法

ヒヒーーロローーイインンタタビビュューーののややりり方方

①グループみんなの受講者番号を確認する。

②受講者番号が一番早い人に、次の受講者番号の人がインタビューをする。

③インタビューをした人に、次の受講者番号の人がインタビューをする。

④1人のインタビュー時間は、２分以内（インタビュー者が時間管理）

⑤原則、全員顔出しで、ミュートを外す。

イインンタタビビュューーのの内内容容

①最初に、「今日は参加してくれてありがとうございます。」から始める。

②「お名前は」

③「勤務されている県と職場はどこですか」

④「日頃はどのような実践をされて、どのような役割を果たしていますか」

（アセスメント、連絡調整、アウトリーチ、伴走型支援、アドボカシー、社会参加支

援、ネットワーキング、地域住民の活動支援、ソーシャル・プランニング、社会資

源の開発、ソーシャルアクション）

⑤インタビュー者の感想

⑥みんなで拍手 ©2022公益社団法人日本社会福祉士会

排排除除ををつつくくららなないい

相相談談支支援援体体制制のの構構築築

公公益益社社団団法法人人 日日本本社社会会福福祉祉士士会会
地地域域共共生生社社会会のの実実現現にに向向けけたたソソーーシシャャルルワワーークク実実践践力力養養成成研研修修
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目目標標

テテーーママ：：

““排排除除ををつつくくららなないい相相談談支支援援体体制制のの構構築築””

①① 排排除除ををつつくくららなないい相相談談支支援援おおよよびびそそのの体体制制ととははどどののよようう
ななももののななののかかをを理理解解すするる

②② 断断ららなないい相相談談支支援援にに必必要要なな機機能能をを理理解解すするる

③③ 排排除除ををつつくくららなないい相相談談支支援援をを実実践践すするるたためめににはは，，どどののよよ
ううなな役役割割をを，，どどののよよううなな方方法法でで行行ええばばいいいいののかかににつついいてて
検検討討すするる

※※講講義義・・演演習習
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新新カカリリににおおけけるる““◯◯◯◯アアププロローーチチ””

①①心心理理社社会会的的アアププロローーチチ

②②機機能能的的アアププロローーチチ

③③問問題題解解決決アアププロローーチチ

④④課課題題中中心心アアププロローーチチ

⑤⑤危危機機介介入入アアププロローーチチ

⑥⑥行行動動変変容容アアププロローーチチ

⑦⑦エエンンパパワワメメンントトアアププロローーチチ

⑧⑧ナナララテティィヴヴアアププロローーチチ

⑨⑨解解決決志志向向アアププロローーチチ

※※社社会会構構成成主主義義的的ななアアププロローーチチがが追追加加
厚厚生生労労働働省省社社会会・・援援護護局局福福祉祉基基盤盤課課福福祉祉人人材材確確保保対対策策室室「「社社会会福福祉祉士士養養成成課課程程ののカカリリキキュュララムム（（令令和和元元年年度度改改正正））」」

（（ソソーーシシャャルルワワーーククのの理理論論とと方方法法，，教教育育にに含含むむべべきき事事項項，，想想定定さされれるる教教育育内内容容のの例例，，ソソーーシシャャルルワワーーククのの実実践践モモデデルルととアアププロローーチチ））」」
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「「社社会会構構成成主主義義（（ssoocciiaall  ccoonnssttrruuccttiioonniissmm））」」

（（ももののごごととはは，，社社会会的的にに作作らられれてていいるるとといいうう考考ええ方方））

CCff..  男男ららししささ／／女女ららししささ，，大大人人ららししささ／／子子どどももららししささ

本本質質主主義義（（原原因因にに拘拘るる））⇔⇔構構成成主主義義（（原原因因にに拘拘ららなないい））

ククラライイエエンントトががかかかかええるる「「問問題題」」をを，，

本本質質的的なな実実態態ととししててででははななくく社社会会的的構構築築物物ととみみななすすここととでで，，

ククラライイエエンントト自自身身かからら切切りり離離すすここととががででききるる

「「人人間間がが問問題題ななののででははななくく，，問問題題ここそそがが問問題題」」

（（ああななたたはは，，問問題題ののせせいいでで困困っってていいるる被被害害者者））

※※現現状状にに絶絶望望ししてていいるるククラライイエエンントト

（（「「ダダメメ人人間間」」ととししてて自自分分をを卑卑下下ししてていいるる人人））

のの希希望望ににななるる可可能能性性

「「社社会会構構成成主主義義」」とといいうう考考ええ方方
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新新カカリリ追追加加①① ナナララテティィヴヴ・・アアププロローーチチ

ナナララテティィヴヴ（（物物語語，，語語りり））・・アアププロローーチチ
（（新新カカリリ「「SSWWのの理理論論とと方方法法」」のの内内容容ととししてて例例示示））

「「言言葉葉」」をを，，
「「メメスス」」ででははななくく，，「「包包帯帯」」ののよよううにに使使うう

↓↓
「「問問題題」」をを，，「「解解決決」」ししよよううととししなないい
「「結結果果ととししててのの問問題題解解決決」」をを目目指指すす
（（「「解解決決」」ははああくくままででもも副副産産物物））

「「専専門門性性」」はは，，何何ののたためめにに必必要要ななののかか？？
（（良良いい支支援援ののたためめ，，ククラライイエエンントトののたためめ，，

そそれれとともも支支援援者者ののたためめ））
↓↓

「「専専門門性性」」のの鎧鎧をを脱脱ぎぎ，，「「無無知知のの姿姿勢勢」」ををととるる

「「支支援援」」（（助助言言・・指指導導，，アアドドババイイスス））ににはは，，
「「上上かからら目目線線」」がが密密輸輸入入さされれてていいるる

↓↓
「「余余白白（（ssppaaccee））」」をを作作るる

（（本本人人のの選選択択・・決決定定をを促促すす→→自自己己決決定定））

����������������������������������������
』新泉社．
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新新カカリリ追追加加②② 解解決決志志向向アアププロローーチチ

スステティィーーブブ・・ドド・・シシェェイイザザーー（（SStteevvee  ddee  SShhaazzeerr）），，
イインンススーー・・キキムム・・ババーーググ（（IInnssoooo KKiimm  BBeerrgg）），，をを中中心心にに開開発発

BBeerrgg,,  IInnssoooo KKiimm,,  FFaammiillyy--bbaasseedd  SSeerrvviicceess::  AA  SSoolluuttiioonn--ffooccuusseedd  AApppprrooaacchh..  NNeeww  YYoorrkk::  NNoorrttoonn,,  11999944..

問問題題のの原原因因ににつついいてて考考ええるるののででははななくく，，
問問題題がが解解決決さされれたた状状態態ややすすででににううままくくいいっってていいるる部部分分

（（成成功功ししてていいるる部部分分））にに焦焦点点をを当当ててるる

①①上上手手くくいいっってていいるるなならら，，そそれれをを変変ええなないい
②②上上手手くくいいっったたらら，，ままたたそそれれををすするる
③③上上手手くくいいかかななけけれればば，，別別ののここととををすするる

特特徴徴的的なな質質問問技技法法：：
ミミララククルル・・ククエエススチチョョンン

ススケケーーリリンンググ・・ククエエススチチョョンン
ココーーピピンンググ・・ククエエススチチョョンン，，ななどど
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排排除除ををつつくくららなないい相相談談支支援援ととはは①①

““社社会会福福祉祉士士をを取取りり巻巻くく状状況況のの変変化化””

少少子子高高齢齢化化がが進進展展すするる中中でで，，我我がが国国のの社社会会やや地地域域，，人人々々のの意意識識がが変変化化ししててきき
てておおりり，，高高齢齢単単身身世世帯帯やや高高齢齢夫夫婦婦ののみみのの世世帯帯がが増増加加ししててききてておおりり，，生生活活にに困困窮窮
すするる高高齢齢者者のの増増加加，，地地域域ににおおけけるる個個人人やや世世帯帯のの孤孤立立化化ななどど，，ここれれままでで家家族族にによよ
っってて支支ええらられれててききたた課課題題をを地地域域社社会会でで支支ええてていいくくここととがが求求めめらられれててききてていいるる．．

ししかかしし，，既既存存のの制制度度でではは““対対応応””がが難難ししいい課課題題のの顕顕在在化化

①①制制度度がが対対象象ととししてていいなないい生生活活課課題題へへのの対対応応

②②複複合合的的なな課課題題をを抱抱ええるる家家族族へへのの対対応応

③③外外部部かかららはは見見ええににくくいい個個人人やや家家族族がが抱抱ええるる課課題題へへのの対対応応

※※支支援援ニニーーズズのの多多様様化化・・複複雑雑化化

↓↓

““支支援援困困難難””ととさされれるるケケーースス（（事事例例））へへのの対対応応

（（““地地域域共共生生社社会会””のの実実現現にに向向けけ社社会会福福祉祉士士へへのの期期待待））
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社社会会福福祉祉のの制制度度的的成成熟熟はは，，そそここかかららここぼぼれれ落落ちちるる人人々々のの姿姿をを浮浮きき彫彫りり
ににすするるとといいうう逆逆説説をを孕孕むむ．．““支支援援””はは制制度度化化をを必必要要ととすするるがが，，全全ててのの
““支支援援””をを制制度度化化すするるここととははででききなないい．．

「「制制度度かかららここぼぼれれ落落ちちるる人人々々」」
ヴヴァァルルネネララビビリリテティィ（（傷傷つつききややすすいい人人々々））

イインンボボラランンタタリリーーククラライイエエンントト（（拒拒否否的的・・消消極極的的ななククラライイエエンントト））
↓↓

「「困困難難事事例例」」

※※社社会会福福祉祉士士にに期期待待さされれるる「「困困難難事事例例」」へへのの支支援援

CCff..多多職職種種連連携携ののななかかでで問問わわれれるる，，
ソソーーシシャャルルワワーーククのの固固有有性性，，専専門門性性

““排排除除ををつつくくららなないい相相談談支支援援””
（（ソソーーシシャャルルワワーーククののググロローーババルル定定義義））

排排除除ををつつくくららなないい相相談談支支援援ととはは②②
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「「困困難難事事例例」」

↓↓

「「専専門門職職ににととっってて支支援援困困難難なな事事例例」」

（（「「厄厄介介なな利利用用者者」」をを含含意意））

「「AAささんんはは，，困困難難事事例例．．ここれれ以以上上のの支支援援はは難難ししいいとと思思いいまますす」」

↓↓

「「困困難難事事例例」」とといいうう言言葉葉はは，，

支支援援がが上上手手くくいいかかなないいここととやや断断念念をを正正当当化化すするるレレトトリリッックク

CCff..  MMaarrggoolliinn（（11999977==22000033））

※※私私たたちちはは，，「「困困難難事事例例」」とといいうう言言葉葉をを用用いいるるここととでで，，通通常常のの
支支援援にに馴馴染染ままなないい利利用用者者をを支支援援のの射射程程かからら遠遠ざざけけててききたたののでではは
なないいだだろろううかか

排排除除ををつつくくららなないい相相談談支支援援ととはは③③
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多多様様化化・・複複雑雑化化すするる福福祉祉ニニーーズズ

（（貧貧困困，，児児童童，，高高齢齢，，障障害害，，地地域域，，医医療療，，教教育育，，司司法法））

例例ええばば，，教教育育分分野野

虐虐待待，，貧貧困困，，いいじじめめ，，不不登登校校，，発発達達障障害害，，LLGGBBTT，，ゲゲーームム依依存存

（（見見ええににくくいい，，繋繋ががりりににくくいい，，届届ききににくくいい，，連連携携ししににくくいい））

↓↓

見見ええなないい課課題題をを見見るる，，

繋繋ががららなないいククラライイエエンントトとと繋繋ががるる，，

届届ききににくくいい支支援援をを届届けけるる，，

連連携携ししににくくいい他他職職種種とと連連携携すするる

※※““排排除除ししなないい””相相談談支支援援のの方方法法とと体体制制

（（分分野野横横断断的的，，断断ららなないい））

排排除除ををつつくくららなないい相相談談支支援援ととはは④④
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ひひととりりのの支支援援者者ににででききるるここととににはは限限界界ががああるる

（（ももちちろろんん，，ひひととりりのの支支援援者者ととししてて可可能能なな限限りり奮奮闘闘すするるここととはは大大切切ででああるる））

↓↓

①①すすべべててのの課課題題をを支支ええるるここととははででききなないい

②②支支援援者者個個人人ととししてて偏偏りりをを完完全全にに排排除除ででききなないい

③③異異動動等等ももあありり継継続続的的なな支支援援をを行行ううここととはは難難ししいい

※※ひひととりりでで抱抱ええ込込むむここととはは，，結結果果ととししてて，，排排除除をを生生むむ危危険険ががああるる

ソソーーシシャャルルワワーーカカーーととししてて何何ををすすれればばよよいいかか

↓↓

シシスステテムム（（仕仕組組みみ））作作りり

（（相相談談支支援援体体制制のの構構築築，，ミミククロロかかららメメゾゾ，，ママククロロへへ））

CCff..  黒黒子子（（くくろろここ））ととししててのの支支援援者者のの役役割割

（（自自分分ががいいななくくななっっててもも，，ききちちんんとと機機能能ししてていいくく仕仕組組みみづづくくりり））

排排除除ををつつくくららなないい相相談談支支援援体体制制のの構構築築

©2022公益社団法人日本社会福祉士会

136



新新カカリリ追追加加②② 解解決決志志向向アアププロローーチチ

スステティィーーブブ・・ドド・・シシェェイイザザーー（（SStteevvee  ddee  SShhaazzeerr）），，
イインンススーー・・キキムム・・ババーーググ（（IInnssoooo KKiimm  BBeerrgg）），，をを中中心心にに開開発発

BBeerrgg,,  IInnssoooo KKiimm,,  FFaammiillyy--bbaasseedd  SSeerrvviicceess::  AA  SSoolluuttiioonn--ffooccuusseedd  AApppprrooaacchh..  NNeeww  YYoorrkk::  NNoorrttoonn,,  11999944..

問問題題のの原原因因ににつついいてて考考ええるるののででははななくく，，
問問題題がが解解決決さされれたた状状態態ややすすででににううままくくいいっってていいるる部部分分

（（成成功功ししてていいるる部部分分））にに焦焦点点をを当当ててるる

①①上上手手くくいいっってていいるるなならら，，そそれれをを変変ええなないい
②②上上手手くくいいっったたらら，，ままたたそそれれををすするる
③③上上手手くくいいかかななけけれればば，，別別ののここととををすするる

特特徴徴的的なな質質問問技技法法：：
ミミララククルル・・ククエエススチチョョンン

ススケケーーリリンンググ・・ククエエススチチョョンン
ココーーピピンンググ・・ククエエススチチョョンン，，ななどど
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排排除除ををつつくくららなないい相相談談支支援援ととはは①①

““社社会会福福祉祉士士をを取取りり巻巻くく状状況況のの変変化化””

少少子子高高齢齢化化がが進進展展すするる中中でで，，我我がが国国のの社社会会やや地地域域，，人人々々のの意意識識がが変変化化ししててきき
てておおりり，，高高齢齢単単身身世世帯帯やや高高齢齢夫夫婦婦ののみみのの世世帯帯がが増増加加ししててききてておおりり，，生生活活にに困困窮窮
すするる高高齢齢者者のの増増加加，，地地域域ににおおけけるる個個人人やや世世帯帯のの孤孤立立化化ななどど，，ここれれままでで家家族族にによよ
っってて支支ええらられれててききたた課課題題をを地地域域社社会会でで支支ええてていいくくここととがが求求めめらられれててききてていいるる．．

ししかかしし，，既既存存のの制制度度でではは““対対応応””がが難難ししいい課課題題のの顕顕在在化化

①①制制度度がが対対象象ととししてていいなないい生生活活課課題題へへのの対対応応

②②複複合合的的なな課課題題をを抱抱ええるる家家族族へへのの対対応応

③③外外部部かかららはは見見ええににくくいい個個人人やや家家族族がが抱抱ええるる課課題題へへのの対対応応

※※支支援援ニニーーズズのの多多様様化化・・複複雑雑化化

↓↓

““支支援援困困難難””ととさされれるるケケーースス（（事事例例））へへのの対対応応

（（““地地域域共共生生社社会会””のの実実現現にに向向けけ社社会会福福祉祉士士へへのの期期待待））
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社社会会福福祉祉のの制制度度的的成成熟熟はは，，そそここかかららここぼぼれれ落落ちちるる人人々々のの姿姿をを浮浮きき彫彫りり
ににすするるとといいうう逆逆説説をを孕孕むむ．．““支支援援””はは制制度度化化をを必必要要ととすするるがが，，全全ててのの
““支支援援””をを制制度度化化すするるここととははででききなないい．．

「「制制度度かかららここぼぼれれ落落ちちるる人人々々」」
ヴヴァァルルネネララビビリリテティィ（（傷傷つつききややすすいい人人々々））

イインンボボラランンタタリリーーククラライイエエンントト（（拒拒否否的的・・消消極極的的ななククラライイエエンントト））
↓↓

「「困困難難事事例例」」

※※社社会会福福祉祉士士にに期期待待さされれるる「「困困難難事事例例」」へへのの支支援援

CCff..多多職職種種連連携携ののななかかでで問問わわれれるる，，
ソソーーシシャャルルワワーーククのの固固有有性性，，専専門門性性

““排排除除ををつつくくららなないい相相談談支支援援””
（（ソソーーシシャャルルワワーーククののググロローーババルル定定義義））

排排除除ををつつくくららなないい相相談談支支援援ととはは②②
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「「困困難難事事例例」」

↓↓

「「専専門門職職ににととっってて支支援援困困難難なな事事例例」」

（（「「厄厄介介なな利利用用者者」」をを含含意意））

「「AAささんんはは，，困困難難事事例例．．ここれれ以以上上のの支支援援はは難難ししいいとと思思いいまますす」」

↓↓

「「困困難難事事例例」」とといいうう言言葉葉はは，，

支支援援がが上上手手くくいいかかなないいここととやや断断念念をを正正当当化化すするるレレトトリリッックク

CCff..  MMaarrggoolliinn（（11999977==22000033））

※※私私たたちちはは，，「「困困難難事事例例」」とといいうう言言葉葉をを用用いいるるここととでで，，通通常常のの
支支援援にに馴馴染染ままなないい利利用用者者をを支支援援のの射射程程かからら遠遠ざざけけててききたたののでではは
なないいだだろろううかか

排排除除ををつつくくららなないい相相談談支支援援ととはは③③
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多多様様化化・・複複雑雑化化すするる福福祉祉ニニーーズズ

（（貧貧困困，，児児童童，，高高齢齢，，障障害害，，地地域域，，医医療療，，教教育育，，司司法法））

例例ええばば，，教教育育分分野野

虐虐待待，，貧貧困困，，いいじじめめ，，不不登登校校，，発発達達障障害害，，LLGGBBTT，，ゲゲーームム依依存存

（（見見ええににくくいい，，繋繋ががりりににくくいい，，届届ききににくくいい，，連連携携ししににくくいい））

↓↓

見見ええなないい課課題題をを見見るる，，

繋繋ががららなないいククラライイエエンントトとと繋繋ががるる，，

届届ききににくくいい支支援援をを届届けけるる，，

連連携携ししににくくいい他他職職種種とと連連携携すするる

※※““排排除除ししなないい””相相談談支支援援のの方方法法とと体体制制

（（分分野野横横断断的的，，断断ららなないい））

排排除除ををつつくくららなないい相相談談支支援援ととはは④④
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ひひととりりのの支支援援者者ににででききるるここととににはは限限界界ががああるる

（（ももちちろろんん，，ひひととりりのの支支援援者者ととししてて可可能能なな限限りり奮奮闘闘すするるここととはは大大切切ででああるる））

↓↓

①①すすべべててのの課課題題をを支支ええるるここととははででききなないい

②②支支援援者者個個人人ととししてて偏偏りりをを完完全全にに排排除除ででききなないい

③③異異動動等等ももあありり継継続続的的なな支支援援をを行行ううここととはは難難ししいい

※※ひひととりりでで抱抱ええ込込むむここととはは，，結結果果ととししてて，，排排除除をを生生むむ危危険険ががああるる

ソソーーシシャャルルワワーーカカーーととししてて何何ををすすれればばよよいいかか

↓↓

シシスステテムム（（仕仕組組みみ））作作りり

（（相相談談支支援援体体制制のの構構築築，，ミミククロロかかららメメゾゾ，，ママククロロへへ））

CCff..  黒黒子子（（くくろろここ））ととししててのの支支援援者者のの役役割割

（（自自分分ががいいななくくななっっててもも，，ききちちんんとと機機能能ししてていいくく仕仕組組みみづづくくりり））

排排除除ををつつくくららなないい相相談談支支援援体体制制のの構構築築
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ＩＩＣＣＴＴ

（（IInnffoorrmmaattiioonn  aanndd  CCoommmmuunniiccaattiioonn  TTeecchhnnoollooggyy，，情情報報通通信信技技術術））

ソソーーシシャャルルワワーーククととのの親親和和性性

（（繋繋ががるる／／繋繋げげるる，，孤孤立立防防止止，，連連携携をを図図るる））

イインンタターーネネッットト→→緩緩ややかかなな繋繋ががりり（（災災害害にに強強いい））

今今後後はは，，““支支援援””にによよりり積積極極的的にに活活用用ししてていいくく必必要要性性

ししかかしし，，課課題題もも：：

「「ここれれままででもも認認知知症症予予防防やや孤孤独独解解消消ににIICCTT活活用用がが進進めめらられれててききたたがが、、ココロロナナ禍禍
でで動動ききがが加加速速ししてていいるる。。導導入入ししてて終終わわりりででははななくく、、継継続続的的ななササポポーートト体体制制
のの整整備備がが必必要要。。電電子子機機器器ににもも昔昔のの黒黒電電話話ののよよううななシシンンププルルささがが求求めめらられれ

るる」」（（荒荒井井，，22002200年年1111月月2255日日，，産産経経新新聞聞記記事事））

※※ＩＩＣＣＴＴはは魔魔法法のの小小箱箱ででははなないい

ソソーーシシャャルルワワーーククににおおけけるるＩＩＣＣＴＴのの活活用用

©2022公益社団法人日本社会福祉士会

検検討討すするる際際ののキキーーワワーードド候候補補：：

・・社社会会福福祉祉士士のの役役割割（（医医療療職職・・心心理理職職ななどど他他職職種種ととのの比比較較かからら））

・・アアウウトトリリーーチチ（（訪訪問問支支援援，，生生活活場場面面面面接接，，IICCTTのの活活用用））

・・ススククリリーーニニンンググ（（ククラライイエエンントトのの発発見見））

・・リリフファァーー（（繋繋げげるる，，他他機機関関連連携携，，守守秘秘義義務務））

・・チチーームムアアププロローーチチ（（多多職職種種ででのの連連携携・・協協働働，，本本人人・・住住民民をを含含めめたた連連携携））

・・ススーーパパーービビジジョョンン（（対対人人援援助助者者監監督督指指導導，，教教育育・・管管理理・・支支持持））

・・伴伴走走型型支支援援（（繋繋ががりり続続けけるる支支援援，，対対義義語語はは「「課課題題解解決決型型支支援援」」））

・・IICCTT（（緩緩ややかかなな繋繋ががりり，，時時空空間間のの制制約約克克服服，，非非身身体体性性，，匿匿名名性性，，遅遅延延等等
ののネネッットトワワーークク環環境境等等のの課課題題））

・・そそのの他他（（○○○○アアププロローーチチ，，面面接接技技術術，，ケケアアママネネジジメメンントト，，ななどど））

排排除除ををつつくくららなないい相相談談支支援援のの実実践践（（演演習習））

““排排除除ををつつくくららなないい相相談談支支援援””をを実実践践すするるたためめにに，，社社会会福福祉祉士士がが果果たたささななけけ
れればばななららなないい役役割割おおよよびびソソーーシシャャルルワワーーククのの方方法法ににつついいてて，，各各ググルルーーププでで
検検討討ししててくくだだささいい（（演演習習））
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ままととめめ

テテーーママ：：
““排排除除ををつつくくららなないい相相談談支支援援体体制制のの構構築築””

①① 排排除除ををつつくくららなないい相相談談支支援援ととはは
→→地地域域共共生生社社会会のの実実現現，，分分野野横横断断的的．．断断ららなないい支支援援，，

困困難難事事例例へへのの支支援援，，新新カカリリででのの新新ししいいアアププロローーチチ

②② 断断ららなないい相相談談支支援援のの機機能能
→→見見ええなないい課課題題をを見見るる，，繋繋ががららなないいククラライイエエンントトとと繋繋ががるる，，

届届ききににくくいい支支援援をを届届けけるる，，連連携携ししににくくいい多多職職種種とと連連携携すするる

③③ 排排除除ををつつくくららなないい相相談談支支援援のの実実践践
→→各各ググルルーーププ，，全全体体シシェェアア（（アアウウトトリリーーチチ，，連連携携ななどど））
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公益社団法人 日本社会福祉士会
地域共生社会の実現に向けたソーシャルワーク実践力養成研修
地域で支える体制の構築
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ミクロ・レベル

（個人、家族）

メゾ・レベル

（グループ、地域住民、身近な組織）

マクロ・レベル

（地域社会、組織、国家、制度・政策、社会規範、地球環境等）

目指す社会福祉士の役割と研修科目

アウトリーチ

アセスメント

地域アセスメント

社会参加支援

連絡調整

ソーシャルアクション

アドボカシー

地域住民の
活動支援

社会資源の開発

ネットワーキング

伴走的支援

地域共生社会の意義・求
められる機能

地域共生社会の実現に向
けたソーシャルワーク

排除をつくらない相談支
援体制の構築

アドボカシーと
意思決定支援

地域で支える体制の構築

地域福祉計画

地域アセスメントと
ネットワーク構築

社会資源の活用・開発

ソーシャルアクション

ソーシャル・
プランニング

価値基盤 ©2022公益社団法人日本社会福祉士会

本テーマの目標

〇新カリキュラムでの学びを自らの実践に活かすことができるよう、知識構
築・力量形成を促す

〇地域共生社会の実現に向けて
 支える主体への理解ならびに地域住民が主体として重要であることへの理解を促す

 地域で支える体制の構築に向けた社会福祉士の機能と役割についての理解を促す

 地域住民が主体として役割を果たすためには福祉教育が重要であるため、それについて理解を促す

 多機関、多職種、福祉以外の機関との協働についての理解を促す

〇参加支援（社会とのつながりや参加の支援）ならびに「地域やコミュニ
ティにおけるケア・支え合う関係性の育成支援」に向けての力量を形成する
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・地域とは、地域で暮らすとはどういうことか
・ソーシャルワークの展開する空間としての「圏域」とは
・社会福祉法で規定する「地域生活課題」とは

１ 地域で暮らす人々の生活とソーシャルワーク
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地域とは何か、地域で暮らすとはどういうことか

 私たちは地域で暮らす「生活者」である

 住民は「利害関係者」でもある

 「絆」が共感される時代。しかし、「絆」の外の人への〈排除性〉
を含んでいる

 他者への関心と承認、そして互いへのリスペクト

 「重荷」を等分負担すること、リスクを「予防」することがコミュ
ニティの大事な機能

 福祉コミュニティをめざしていくこと
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社会福祉のL字型構造 （古川2019）

社会的生活支援施策
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地域共生社会の実現に向けたソーシャルワーク実践力養成研修
地域で支える体制の構築
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プランニング
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〇新カリキュラムでの学びを自らの実践に活かすことができるよう、知識構
築・力量形成を促す

〇地域共生社会の実現に向けて
 支える主体への理解ならびに地域住民が主体として重要であることへの理解を促す

 地域で支える体制の構築に向けた社会福祉士の機能と役割についての理解を促す

 地域住民が主体として役割を果たすためには福祉教育が重要であるため、それについて理解を促す

 多機関、多職種、福祉以外の機関との協働についての理解を促す

〇参加支援（社会とのつながりや参加の支援）ならびに「地域やコミュニ
ティにおけるケア・支え合う関係性の育成支援」に向けての力量を形成する
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・地域とは、地域で暮らすとはどういうことか
・ソーシャルワークの展開する空間としての「圏域」とは
・社会福祉法で規定する「地域生活課題」とは

１ 地域で暮らす人々の生活とソーシャルワーク
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地域とは何か、地域で暮らすとはどういうことか

 私たちは地域で暮らす「生活者」である

 住民は「利害関係者」でもある

 「絆」が共感される時代。しかし、「絆」の外の人への〈排除性〉
を含んでいる

 他者への関心と承認、そして互いへのリスペクト

 「重荷」を等分負担すること、リスクを「予防」することがコミュ
ニティの大事な機能

 福祉コミュニティをめざしていくこと
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厚生労働省,2008「これ
からの地域福祉のあり方
に関する研究会」報告書．

圏域設定と福祉実践
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路上死

ホームレス
問題

外国人・残留孤
児等の問題

カード破産等の問題

アルコール依存等の問題

社会的スト
レス問題

中高年リストラによる
生活問題

若年層の不安定
問題
フリーター
低所得
出産育児

低所得者問題
特に単身高齢世
帯

虐待・
暴力

孤独死・
自殺

厚生省,2000,「社会的な援護を要する人々に対する
社会福祉のあり方に関する検討会」報告書

社会的排除や摩擦

心身の障害・
不安

貧困

現代社会の社会福祉の諸問題

社会的孤立や孤独 ©2022公益社団法人日本社会福祉士会

社会的孤立・排除・生活困窮の増幅と地域を基盤とするソーシャルワークの必要性

 ニート・ひきこもり

 精神疾患

 知的障がい／知的障がい疑い

 発達障がい／発達障がい疑い

 虐待

 多重・過重債務者

 ホームレス

 矯正施設出所者等

支
援
拒
否
・
セ
ル
フ
ネ
グ
レ
ク
ト

複
合
的
な
ニ
ー
ズ
（
８
０
５
０
問
題
等
）

×

（社会的包摂サポートセンター 2015）

従来の捉え方：

生活困窮≒経済困窮

今日必要な捉え方：

生活困窮＝ヴァルネラビリティ（社会的脆弱性：
経済的貧困・関係性の貧困・社会構造の脆弱性等

 外国人

 性暴力被害者（DV，レイプ等）

 セクシュアル・マイノリティ

 依存症

 労働関係の問題

 被災・避難者

 介護・介護者

©2022公益社団法人日本社会福祉士会

「地域生活課題」に関する諸規定（社会福祉法）＊抜粋

 【第4条３項】 ・・・福祉、介護、介護予防、保健医療、住まい、就労・教育、
地域社会からの孤立、あらゆる分野の活動に参加する機会が確保される上での各
般の課題（地域生活課題）・・・

 【第106条の２】 社会福祉を目的とする事業を経営する者（*）は、当該事業で解
決できない地域生活課題を把握したときは・・・必要があると認めるときは、支
援関係機関に対し・・・解決に資する支援を求めるよう努めなければならない。

*地域子育て支援事業等、母子健康包括支援センター、介護保険事業、障害者総合支援法事業、子ども・子育て支援法の事業

 【第106条の３（包括的な支援体制の整備） 】 市町村は・・・重層的支援体制
整備事業をはじめとする・・・各般の措置を通じ・・・地域生活課題の解決に資
する支援が包括的に提供される体制を整備するよう努めなければならない。
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 【第106条の４（重層的支援体制整備事業） 】 市町村は、地域生

活課題の解決に資する包括的な支援体制を整備するため・・・重層
的支援体制整備事業を行うことができる。

 【第107条（市町村地域福祉計画）】 ・・・地域生活課題の解決
に資する支援が包括的に提供される体制の整備に関する事項・・・

 【第108条（都道府県地域福祉支援計画）】 ・・・市町村による

地域生活課題の解決に資する支援が包括的に提供される体制の整備
の実施の支援に関する事項

©2022公益社団法人日本社会福祉士会

・地域福祉の推進主体としての住民
・多様な推進主体との協働
・地域共生社会の実現をめざした支援体制

２ 地域住民との協働による地域共生社会の推進

©2022公益社団法人日本社会福祉士会
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地域共生社会づくりに向け、ボトム・アップの
仕組みづくりが求められている

 市町村・地域の実情に応じて包括的支援体制を整備するために（３つの支
援の一体的実施）*

①相談支援（断らない相談支援）

②参加支援

③地域づくりに向けた支援

 重層的支援体制整備事業**…地域生活課題の解決に資するため、市町村は
各法（社会福祉法、介護保険法、障害者総合支援法、子ども・子育て支援
法、生活困窮者自立支援法）の事業の一体的実施により、行うことができ
る

*「地域共生社会に向けた包括的支援と多様な参加・協働の推進に関する検討会」（地域共生社会推進検討会）最終とりまとめ（概要）2019･12･
26

**「地域共生社会の実現のための社会福祉法等の一部を改正する法律」の公布について（通知）※2020･6･12
©2022公益社団法人日本社会福祉士会

地域共生社会の実現に向けた体制構築
地方都市A市の事例から

住民票等税務等

生
活
困
窮
者

自
立
支
援
事
業

（
市
社
協
委
託
）

福
祉
課
：
子
育

て
支
援

福祉課：

地域包括支援
センター

福祉課：
障害者支援

福祉課：
高齢者支援、
介護保険事業

A市庁舎のイメージ（福祉相談支援センター）
※すべて仮称
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災
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税
務
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教
育
委
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そ
の
他

市
民
課

障
害
者
支
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介
護
保
険

地
域
包
括

子
育
て
支
援

生
活
保
護

福祉課

生
活
困
窮
者

支
援

各
種
事
業

CSW

市社協

福祉相談支援センター

市庁舎

総合相談窓口
・地域活動拠点

※生活圏域（地区社協エリア）ごとに設置

ハローワーク

商工会議所
地元企業

就労支援NPO

社会福祉法人

医療機関 ほか

支援関係団体
ネットワーク

福祉相談支援センター（仮称）の体制イメージ

A市資料をもとに作成
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価値・理念の
共有
⇩

協働

皆さんの地元では、どう展開していますか？

相談支援
（断らない相談支援）

例：総合相談付き交
流・活動拠点等

参加支援
例：ひきこもり・孤
立高齢者の居場所＆

役割づくり

地域づくりに
向けた支援

例：福祉内連携，福
祉以外の分野との連
携体制づくり等

福祉教育

住民の
主体形成

気づき,きっかけ

福祉意識・責
任感の涵養

わが町らし
い共生の姿

資源開発,ネット
ワーキング
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３ 地域福祉の推進と福祉教育

・福祉教育の概念
・福祉教育の目標と展開
・福祉教育の意義
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福祉教育の概念

 系譜

 定義

大橋謙策（1999）による定義

憲法第13条、第25条に規定された基本的人権を前提にして成り立つ平和と民主主義社
会をつくりあげるために、歴史的にも、社会的にも阻害されてきた社会福祉問題を素
材として学習することであり、それらとの切り結びをとおして社会福祉制度・活動へ
の関心と理解をすすめ、自らの人間形成をはかりつつ、社会福祉サービスを受給して
いる人々を社会から、地域から阻害することなく、共に手を携えて豊かに生きていく
力、社会福祉問題を解決する実践力を身につけることを目的に行われる意図的な活動
である

学校教育の流れ 地域福祉の流れ
学童・生徒のボランティア活動普及事業
他

地域の生活課題を、自身の／住民共通の課題として認識し、福祉
増進の住民運動を自主的・継続的に行えるようにしていくこと

諏訪2020
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仕組みづくりが求められている

 市町村・地域の実情に応じて包括的支援体制を整備するために（３つの支
援の一体的実施）*
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26

**「地域共生社会の実現のための社会福祉法等の一部を改正する法律」の公布について（通知）※2020･6･12
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皆さんの地元では、どう展開していますか？
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流・活動拠点等
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３ 地域福祉の推進と福祉教育

・福祉教育の概念
・福祉教育の目標と展開
・福祉教育の意義
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福祉教育の概念

 系譜

 定義

大橋謙策（1999）による定義

憲法第13条、第25条に規定された基本的人権を前提にして成り立つ平和と民主主義社
会をつくりあげるために、歴史的にも、社会的にも阻害されてきた社会福祉問題を素
材として学習することであり、それらとの切り結びをとおして社会福祉制度・活動へ
の関心と理解をすすめ、自らの人間形成をはかりつつ、社会福祉サービスを受給して
いる人々を社会から、地域から阻害することなく、共に手を携えて豊かに生きていく
力、社会福祉問題を解決する実践力を身につけることを目的に行われる意図的な活動
である

学校教育の流れ 地域福祉の流れ
学童・生徒のボランティア活動普及事業
他

地域の生活課題を、自身の／住民共通の課題として認識し、福祉
増進の住民運動を自主的・継続的に行えるようにしていくこと

諏訪2020
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福祉教育の主体と方法

福祉教育の推進主体*

 学校

 社協

 ボランティアグルー
プ,市民活動団体 他

フェーズと方法**
フォーマル教育
公民館,社協等が主催する体系的な講座（認知症サポー
ター養成講座,介護職員初任者研修等）

インフォーマル教育
日常生活の中での学び（障害のある人との関り,近隣で認
知症高齢者の話をする,マスコミ報道で情報を得る等）

ノンフォーマル教育
地域の行事・講演会,ボランティア活動参加で学ぶ等

*諏訪2020 **上野谷・原田2016
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福祉教育の具体例

体験学習

高齢者疑似体験装具による演習
車いす体験

アイマスク体験 等

サービスラーニング
（地域貢献型学習）

高校・大学等で、学習活動と社会貢献活動を結び
つけることで、市民としての責任感と力を養う
（ボランティア＜地域の一員としての役割）

ワークショップ
まち歩き, 住民懇談会 等

*                 *                    **                     *
*都市づくりNPOさいたま **精華町

「地域福祉めがね」づくり

地域の事象を“どう”見るか？（個人の問題/
地域の問題，行政の問題/私たちの問題）

（例）ひとり暮らし高齢者の
ゴミ屋敷

廃棄物めがね

地域福祉めがね

上野谷・原田2016 中島2020 ©2022公益社団法人日本社会福祉士会

福祉教育の意義

 福祉的な課題が制度の谷間で発生している→福祉教育の学習素材
を、社会福祉・社会保障制度の枠内で、形式的に取り上げるので
は意味がない（諏訪2020）

 他者とのかかわり・対話・共生の中で学び、協働して生活課題の
解決に取り組む人々のための学習を広げていくこと（諏訪2020）

 地域には、「困難を抱える人々をお互いに支え励ます側面」と、
「自分たちと異なる人々を排除したり、抑圧するなど、冷たく恐
ろしい側面」もある。福祉関係者はこの〈二面性〉を理解し、差
別・偏見・無関心に向き合わなければならない（中島2020）
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４ 多様な主体が協働するまちづくりへ

・多機関との協働
・多職種との協働
・福祉以外の機関との協働
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 福祉分野が直面する壁…少子高齢化・格差社会化・個人主義化等の深刻化により、

分野別・対象別立法に基づく制度サービス、申請主義的・個別給付型のサービスが
カバーしない問題（制度の狭間）の多様化・増加

 福祉以外の分野が直面する壁…地方経済衰退・中心市街地の空洞化、第一次産業の
後継者不足、地域活動の担い手高齢化等、地域づくりを停滞させる問題群の増幅

フォーマル／インフォーマル、福祉内各分野、福祉分野・福祉以外の分野が〈越境〉
する実践（谷口・永田2018）が、開発されてきている

→キーワード：農福（農・工・商・福）連携、企業のCSR（社会貢献）、

教育・医療・住まい…と福祉の連携、社会福祉法人の公益活動、

地方創生・コミュニティビジネス 等

多様な主体が垣根を越えてつながる〈越境〉の実践
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 商店街の空き店舗を活用して地域の居場所に

 小・中学校の余裕教室や廃校舎を使った地域の居場所に

 企業等の敷地を借りて地域の居場所に

 複数の社会福祉法人の連携による生活困窮者支援（制度の狭間問題の発
見・解決）

 福祉施設の設備（交流室、浴室等）を使った子ども食堂、身体障害者の
入浴支援、送迎車を使った買い物・移動支援等

 福祉行政とその他の主管の連携による見守り・支援

 中間的就労を盛り込んだ地場産業の活性化

…その他、多彩な事例が全国で見られる

福祉以外の分野の機関との協働によるさまざまな実践例
※テーマ「社会資源の活用・開発」で解説
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まとめ

 地域では既存の制度や資源でカバーできない生きづらさ（地域生活課題）が多様
化・増大している

 潜在・顕在する問題を機敏に見つけ出し、地域で見守り・支援をする仕組みが求
められている

 社会福祉の行政・専門機関だけでできないことも、分野のカベを越えて連携する
ことで開発的な実践につながることがある

 地域の実情に即して、住民一般や多様な立場の事業者等と協働する体制を構築す
ることで、つながりの強い、そしてさまざまなリスクに強い地域（共生社会）を
築いていくことができる

 地域に福祉の価値を醸成し、問題解決力を涵養する専門技術として、福祉教育が
ある
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〈演習〉「３つの支援」で支援体制構築を考えましょう
※自分の勤務・担当する地域・地区（市区町村、生活圏域等）を例にしてください

①参加支援の必要な人は誰？どこにいる？

②その人たちと出会うために、どんな相談支援の体制・方法が必要？

③排除しない地域づくり、協働の地域づくりに向けて、誰と・どのように

つながればいい？

各自の考えをグループ内で共有し、地域共生社会づくりの視点や方法を学

び合いましょう

Step 1 個人ワーク（10分間）

Step 2 グループワーク（25分間）

Step 3 発表と共有（10分間）
計４５分間
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Step 1 個人ワーク①参加支援

参加支援の必要な人は誰？どこにいる？
（例）長期間ひきこもっている人、ごみ屋敷で暮らす人、移動手段がなくとじこもり気味の人 等

《参考》社会福祉法 第106条の４ 2項
二 地域生活課題を抱える地域住民であって、社会生活を円滑に営む上での困難を有するものに対し、支援関
係機関と民間団体との連携による支援体制の下、活動の機会の提供、訪問による必要な情報の提供及び助言そ
の他の社会参加のために必要な便宜の提供として厚生労働省令で定めるものを行う事業
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Step 1 個人ワーク②相談支援（断らない相談支援）

その人たち（①）と出会うために、どんな相談支援の体制・方法が必要？
（例）空き店舗を使った「なんでも相談窓口」、孤立者の自宅や居場所に出向くアウトリーチ 等

《参考》社会福祉法 第106条の４ 2項
一 地域生活課題を抱える地域住民及びその家族その他の関係者からの相談に包括的に応じ、利用可能な福祉
サービスに関する情報の提供及び助言、支援関係機関との連絡調整並びに高齢者、障害者等に対する虐待の防
止及びその早期発見のための援助その他・・・事業を一体的に行う事業
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Step 1 個人ワーク③地域づくりに向けた支援

排除しない地域づくり、協働の地域づくりに向けて、誰と・どのようにつながればいい？
（例）福祉分野の中でつながるべき相手は？福祉以外の分野（隣接領域…医療、教育、住まい、労働等、それ
以外の領域…ビジネス、第1・2次産業等）でつながるべき相手は？

《参考》社会福祉法 第106条の４ 2項
三 地域住民が地域において自立した日常生活を営み、地域社会に参加する機会を確保するための支援並びに
地域生活課題の発生の防止又は解決に係る体制の整備及び地域住民相互の交流を行う拠点の開設その他厚生労
働省令で定める援助を行うため、次に掲げる全ての事業を一体的に行う事
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まとめ

 地域では既存の制度や資源でカバーできない生きづらさ（地域生活課題）が多様
化・増大している

 潜在・顕在する問題を機敏に見つけ出し、地域で見守り・支援をする仕組みが求
められている

 社会福祉の行政・専門機関だけでできないことも、分野のカベを越えて連携する
ことで開発的な実践につながることがある

 地域の実情に即して、住民一般や多様な立場の事業者等と協働する体制を構築す
ることで、つながりの強い、そしてさまざまなリスクに強い地域（共生社会）を
築いていくことができる

 地域に福祉の価値を醸成し、問題解決力を涵養する専門技術として、福祉教育が
ある
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〈演習〉「３つの支援」で支援体制構築を考えましょう
※自分の勤務・担当する地域・地区（市区町村、生活圏域等）を例にしてください

①参加支援の必要な人は誰？どこにいる？

②その人たちと出会うために、どんな相談支援の体制・方法が必要？

③排除しない地域づくり、協働の地域づくりに向けて、誰と・どのように

つながればいい？

各自の考えをグループ内で共有し、地域共生社会づくりの視点や方法を学

び合いましょう

Step 1 個人ワーク（10分間）

Step 2 グループワーク（25分間）

Step 3 発表と共有（10分間）
計４５分間
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Step 1 個人ワーク①参加支援

参加支援の必要な人は誰？どこにいる？
（例）長期間ひきこもっている人、ごみ屋敷で暮らす人、移動手段がなくとじこもり気味の人 等

《参考》社会福祉法 第106条の４ 2項
二 地域生活課題を抱える地域住民であって、社会生活を円滑に営む上での困難を有するものに対し、支援関
係機関と民間団体との連携による支援体制の下、活動の機会の提供、訪問による必要な情報の提供及び助言そ
の他の社会参加のために必要な便宜の提供として厚生労働省令で定めるものを行う事業
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Step 1 個人ワーク②相談支援（断らない相談支援）

その人たち（①）と出会うために、どんな相談支援の体制・方法が必要？
（例）空き店舗を使った「なんでも相談窓口」、孤立者の自宅や居場所に出向くアウトリーチ 等

《参考》社会福祉法 第106条の４ 2項
一 地域生活課題を抱える地域住民及びその家族その他の関係者からの相談に包括的に応じ、利用可能な福祉
サービスに関する情報の提供及び助言、支援関係機関との連絡調整並びに高齢者、障害者等に対する虐待の防
止及びその早期発見のための援助その他・・・事業を一体的に行う事業
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Step 1 個人ワーク③地域づくりに向けた支援

排除しない地域づくり、協働の地域づくりに向けて、誰と・どのようにつながればいい？
（例）福祉分野の中でつながるべき相手は？福祉以外の分野（隣接領域…医療、教育、住まい、労働等、それ
以外の領域…ビジネス、第1・2次産業等）でつながるべき相手は？

《参考》社会福祉法 第106条の４ 2項
三 地域住民が地域において自立した日常生活を営み、地域社会に参加する機会を確保するための支援並びに
地域生活課題の発生の防止又は解決に係る体制の整備及び地域住民相互の交流を行う拠点の開設その他厚生労
働省令で定める援助を行うため、次に掲げる全ての事業を一体的に行う事
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Step 2 グループワーク
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Step 3 発表と共有
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